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３　  第６次総合計画　スタート！
４　  伍和備中原　吉川守さん　平昌パラリンピックパラアイスホッケー出場報告
５　  北信越大会で３位　阿智中学校女子バレー部
６　  阿智クラブ　長野米カップ　小学生バレーボール大会優勝！
７　  副村長の選任・人事異動
８　  平成30年４月新職員を紹介します
９　  教育委員会の窓
１０　  阿智村消防団平成30年度幹部体制
　　  ● お知らせ版
１１　  ごみゼロ一斉行動日について
１２　  村の健康診断を受けましょう
１３　  がん検診日程
１４　  介護保険制度のお知らせ
１５　  平成30年度第２次狂犬病予防注射の実施について
１６　  交通災害共済
１７　  水中運動教室参加者募集
１８　  乗合タクシーの運行が始まりました
１９　  公の施設の指定管理状況
20　  募集・相談
21　  村政懇談会の主な内容
23　  阿智☆昼神観光局 〜PICK  UP〜
24　  地域おこし協力隊新聞
25　  阿智家族　村営住宅の入居者募集
26　  図書館からのお知らせ
27　  子育てカレンダー
28　  チャレンジゆうAchi通信
29　  介護予防・日常生活支援総合事業ご案内
30　  あち健康レシピ21
31　  阿智高だより
32　  フォト・リポート
34　  戸籍の窓

－平成30年４月号－

阿智村長  熊谷秀樹

「美しく輝く未来へ」 第18回

　例年より早い桜や花桃の開花の中、平成30年度がスタートしました。この広報誌が発行の頃には、園原
の花桃が最盛期を迎え、村中が新緑と色彩豊かな花の競演で、私達や観光客の心を癒してくれていると思
います。
　今年度からは第６次総合計画のもと、10年間の村の方向性を立て、行政運営をしていきます。その中
で、「美しい景観の保全と創出」を施策の大綱に位置づけ、阿智村の素晴らしい景観を村民と行政が協働
して、次世代に引き継ぐことが私たちの使命と記述しています。村では以前より「美しいふるさとづくり
事業補助金」を各自治会に当て、各々独自の計画で、花木を植えたり、景観の整備に使って頂いています。
せっかくなら各地の状況を知ったうえで村全体が四季を通じて楽しめるように、
是非各地域で計画を立てて頂きたいと考えます。各家庭でも是非、玄関や窓か
ら見える景色の範囲で、美しい景観作りにご協力頂くとありがたいです。
　阿智村は環境省が認めた日本一の星空がきれいな場所です。昨年の中学３年
生の生徒が懇談会で「日本一星がきれいな阿智村だからこそ、日本一ごみが落
ちてないきれいな村にしたい」と立派な意見発表をしました。彼の意見に私も
同感です。是非実現したいと思っています。

－花いっぱいの環境に配慮した絶景の村に－

○表紙の写真

　花桃の里　月川温泉付近

2015年 撮影
　龍共印刷株式会社　提供
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健
康
づ
く
り
・
地
域
力
」「
阿

智
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」「
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
掲
げ
、
ど
の
分
野
も
重
要
な
位
置

づ
け
と
し
て
、
毎
年
の
事
業
計
画
に
具
体

的
に
事
業
展
開
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
が

９
年
後
に
迫
り
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は

住
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
や
、
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン

戦
略
、
二
地
域
居
住
、
観
光
戦
略
な
ど
、

将
来
の
方
向
性
を
見
据
え
、
公
共
交
通
の

w
ai

充
実
や
、
わ
い 
  
公
園
周
辺
、
昼
神
温

泉
周
辺
を
中
心
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
検
討

に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
で
は
、

終
身
の
計
は
人
を
育
て
る
事
で
あ
り
、
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
教
育
に
力
を
入
れ
、
医

療
体
制
の
充
実
、
健
康
運
動
の
活
発
化
、

社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
ま

す
。
星
空
や
花
桃
の
日
本
一
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
誇
る
当
村
の
魅
力
を
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
さ
せ
、
産
業
界
の
活
性
化
、
産
直

市
場
の
実
現
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
施
策
を
８
つ
の
地
域
が
取
組
み
、
村

全
体
が
元
気
に
な
る
、
い
わ
ゆ
る
地
域
力

で
こ
の
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
５
つ
の
基
本
目
標
を
立
て
、展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
に

は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
暮
ら
す
、生
き
る
。阿
智
家
族
」

　阿智家族として語れる夢があること、支えあえること、分かち合う
場所があること、明日を楽しみに眠れること。
　阿智に暮らすということは、住民一人ひとりの人生の質を高められ
る持続可能な村づくりにより村ごと大きな家族になること。
　日本一の星降る郷であるだけでなく、全てのひとの心のふるさと
として人も星も輝く村をめざします。

阿智村第６次総合計画　基本構想の骨子 星ふるさと阿智村　～日本一の星空と花桃といで湯の郷～

将
来
像

横
断
的
施
策
大
綱

施
策
の
大
綱

基
本
目
標

（住民一人ひとりの人生の質を高められる、持続可能な村づくり）（住民一人ひとりの人生の質を高められる 持続可能な村づくり）
暮らす、生きる。阿智家族

（
め
ざ
す
姿
）

【定住人口の確保・維持】
まち・ひと・しごと人口ビ
ジョンの計画 に沿い、10年
後に人口6,200人の維持を
めざします。
医療、福祉の充実など安心し
た生活と、地域力、観光を基
に交流人口を増やし、よりよ
い人口構成をめざします。

【人づくり・健康づくり・地域力】
ふるさとを愛し、健やかで心
豊かに幸せな人生を送れる人
づくりをめざし、教育、健康、
福祉を充実させます。
また阿智村は８つの地域から
成り立っており、各地域の活
力を高める事により、持続可
能な村づくりをめざします。

【阿智ブランドの確立】
日本一と呼ばれる星空、
はなもも、そして昼神温
泉を有する当村は、歴史、
地域資源の宝庫です。
これらを活かして多分野
にわたり、全国に向けて
力強い阿智ブランドを確
立させます。

【まちづくり計画】
将来のまちづくりの個別計画として、10年
後、20年後の村の姿を模索していく必要が
あります。
また、リニア中央新幹線・三遠南信自動車道
延伸の整備が南信州エリアで進んでいます。
これらの工事対応や開通後を見据えた地域
振興戦略、幹線道路計画等、まちづくりの観
点から重点的に取り組みます。

１ くらし・いきがい・協働 ２ 教育・文化・地域愛 ３ 医療・福祉・健康 ４ 産業振興・雇用創出 ５ 環境・防災・安心

①移住定住促進
②地域力・集落維持
③住民主体の協働の村
④全村博物館構想
⑤情報の地域発信
⑥健全で持続可能な行財政
　運営

①地域で育む子育て支援
②明日を生きる力を育む学校
　教育
③子どもが健やかに育つ保育園
④社会教育の充実
⑤スポーツで育む健康、交流
⑥文化活動と地域文化の振興

①医療体制の充実
②地域包括ケア・互いに
　認め合い、支え合える
　地域づくり
③障がい者の自立支援
④あち健康プラン２１の
　推進

①観光を基軸とした産業
　振興
②阿智の特色を生かした
　農業振興
③里山の風景を残す
　林業振興
④地域に根差した商工振興

①美しい景観の保全と
　創出
②水資源の確保・保全
③自然エネルギーの創出
④安心して暮らせるしくみ
⑤充実した公共交通
⑥リニア中央新幹線対応

　

い
よ
い
よ
第
６
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は　

年
間
の
阿
智
村
の
ビ

10

ジ
ョ
ン
、
方
向
性
を
形
に
し
た
も
の
で
す
。
平

成　

年
度
、
約
一
年
間
か
け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

29
の
実
施
、
村
政
懇
談
会
な
ど
、
村
民
の
皆
様
か

ら
意
見
を
聞
き
、
策
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

将
来
像
は
「
暮
ら
す
、
生
き
る
。
阿
智
家
族
」

住
民
一
人
一
人
の
人
生
の
質
を
高
め
ら
れ
る
、

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
で
す
。
村
ご

と
大
き
な
家
族
と
し
て
、
語
れ
る
夢

が
あ
る
こ
と
、
支
え
合
い
、
助
け
合

い
な
が
ら
明
る
い
村
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

横
断
的
な
施
策
と
し
て
「
定
住
人

口
の
確
保
・
維
持
」「
人
づ
く
り
・

第６次総合計画  スタート!
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吉
川
さ
ん　

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク  

パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー  

出
場
報
告

伍
和
備
中
原
　
吉
川  

守
さ
ん

　

３
月
９
日
か
ら
開
幕
し
た
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
、
備
中
原
の
吉
川
守
さ
ん
が
役
場

を
訪
れ
、
出
場
の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
残
念
な
が
ら
最
下
位
の
８
位
で
し
た
が
、

「
悔
い
の
残
ら
な
い
試
合
が
で
き
た
」、「
阿
智
の
皆

さ
ん
が
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
れ
、あ
り
が
た
か
っ

た
」
と
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
川
さ
ん
の
ご
活
躍
で
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

が
身
近
な
競
技
と
な
り
、
楽
し
く
観
戦
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

試合結果
　  第１試合 日本　１　－　４　韓国
　  第２試合 日本　１　－　１０　アメリカ
　  第３試合 日本　０　－　３　チェコ
５－８位決定戦 日本　１　－　６　ノルウェー
７－８位決定戦 日本　１　－　５　スウェーデン

阿智村応援団と高森町応援団

全日本のレジェンドとして
チームをひっぱる吉川さん

気温－8℃の開会式

ご声援　ありがとう
ございました！
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北信越大会で３位  阿智中学校女子バレー部
　阿智中学校女子バレーボール部は、３月17・18日、新
潟県上越市で開催された菅公学生服杯第16回中学新人バ
レーボール大会へ出場し、3位入賞を果たし、３月28日に
役場を訪れ報告をおこないました。
　この大会は、長野、新潟、富山、石川、福井の５県から
各県の大会を勝ち抜いた県１〜４位のチーム20校が参加
しています。長野県では１月27・28日にエプソン杯第33
回県中学校バレーボール選抜優勝大会が開かれ阿智中学校
女子バレーボール部は準優勝しています。

　平成30年度、部活動指導員に水上勝秀先生を迎えて活
動しています。また新１年生部員を迎え、さらなる活躍
を目指します。

平成29年度　菅公学生服杯
第16回 北信越中学新人バレーボール

優勝大会（女子）結果
平成30年3月17日（土）　リージョンプラザ上越、
　　　　　　　　　　　上越市総合体育館
　　　　　　18日（日）　リージョンプラザ上越

１回戦　阿智中　27－25　新津第二中
　（長野県２位）　19－25　（新潟県２位）
　　　　　　　　26－24　
２回戦　阿智中　26－28　中央中
　　　　　　　　25－21　（福井県１位）
　　　　　　　　25－20
準決勝　阿智中　25－16　宮崎中
　　　　　　　　22－25 （福井県４位）
　　　　　　　　20－25
※3位決定戦はありません
　優勝　福井工業大学附属福井中学校（６年ぶり２回目） 

兼
献
献
験

券
献
献
鹸

兼
献
献
験

券
献
献
鹸

兼
献
献
験

券
献
献
鹸
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阿智クラブ 長野米カップ  小学生バレーボール大会 優勝！
　

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
「
阿
智
ク

ラ
ブ
」
は
、
３
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
長
野

米
カ
ッ
プ
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で

み
ご
と
に
優
勝
し
、
３
月
７
日
に
役
場
を
訪

れ
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
内
８
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち

抜
い
た
上
位
２
チ
ー
ム
計　

チ
ー
ム
が
出
場

１６

し
ま
し
た
。
阿
智
ク
ラ
ブ
は
上
下
伊
那
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
を
１
位
で
通
過
し
、
今
大
会
で
も
、

１
セ
ッ
ト
も
落
と
す
こ
と
な
く
ク
ラ
ブ
初
の

県
大
会
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

練
習
は
、
阿
智
第
一
小
学
校
体
育
館
を

拠
点
に
、
毎
週
水
・
金
曜
日
の
夕
方
６
時

か
ら
８
時
頃
ま
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。　

県
内
１
位
と
な
り
、
近
隣
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
遠
方
か
ら
の
試
合

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
土
日
は
遠
征
に
で

か
け
た
り
、遠
方
か
ら
の
チ
ー
ム
を
迎
え
、

練
習
試
合
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

練
習
中
は
、
監
督
の
厳
し
い
指
導
の
声

が
と
び
、緊
張
し
た
空
気
と
な
り
ま
す
が
、

選
手
同
志
が
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、

練
習
に
に
励
ん
で
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
な
り
、
１
年
〜
５
年
の
新
メ

ン
バ
ー
８
人
が
加
わ
り

ま
し
た
。
今
年
の
選
手

の
活
躍
と
、
新
た
に
加

わ
っ
た
新
メ
ン
バ
ー
の

成
長
が
楽
し
み
で
す
。
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任
期
満
了
に
伴
い
、
山
内
常
弘
前
副
村

長
が
退
任
し
、
新
た
に
牛
山
明
彦
副
村
長

が
、
平
成　

年
２
月　

日
に
選
任
さ
れ
ま

30

18

し
た
。

▼
退
任
（
任
期
満
了
）

　

山
内　

常
弘

副
村
長
の
選
任

村
職
員
等
（　

）内
は
旧
任

人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異

人
事
異
動動動動動動動動動動動動動動動動動

〈
平
成　

年
３
月
１
日
〉

30

【
生
活
環
境
課
】

▽
田
中　

悠
希
（
新
規
採
用
）

〈
平
成　

年
４
月
１
日
〉

30

【
総
務
課
】

▽
参
事
兼
課
長　

今
久
留
主　

厚
志

　
（
参
事
兼
協
働
活
動
推
進
課
長
兼
男
女

　

共
同
参
画
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長　

原　

恵
子

　
（
民
生
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
）

【
民
生
課
】

▽
課
長
兼
住
民
係
長　

山
口　

修
二

　
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
係
長

　

塩
澤　

満
（
教
育
委
員
会
総
務
係
長
）

▽
福
祉
係
長　

大
下　

修
身

　
（
生
活
環
境
課
水
道
係
長
）

▽
係
長
兼
阿
智
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

　

井
原　

祐
次

　
（
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
係
長
）

▽
篠
田　

真
衣
（
地
域
経
営
課
）

▽
齋
藤　

由
紀
（
臨
時
的
任
用
）

【
建
設
農
林
課
】

▽
農
政
係
長　

櫻
井　

佑
介

　
（
地
域
経
営
課
清
内
路
振
興
室
）

▽
係
長
兼
産
業
振
興
公
社
派
遣　

　

山
田　

正
人
（
協
働
活
動
推
進
課
）

▽
建
設
農
林
課
付
産
業
振
興
公
社
派
遣　

　

多
田　

佳
則
（
再
任
用
）

【
生
活
環
境
課
】

▽
水
道
係
長　

小
笠
原　

寛

　
（
地
域
経
営
課
係
長
兼
阿
智
開
発
公
社

　

派
遣
）

【
地
域
経
営
課
】

▽
清
内
路
振
興
室
長　

松
井　

徳
彦

　
（
再
任
用
）

副村長
牛 山 明 彦

▽
浪
合
振
興
室
係
長
兼
教
育
委
員
会

　

下
山　

和
幸

　
（
浪
合
振
興
室
兼
教
育
委
員
会
）

▽
清
内
路
振
興
室　

今
村　

雅

　
（
臨
時
的
任
用
）

【
協
働
活
動
推
進
課
】

▽
課
長
兼
公
園
緑
地
係
長

　

長
谷
川　

恵
一

　
（
課
長
補
佐
兼
保
育
園
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
広
報
係
長
兼
男
女
共
同
参

画
係
長　

　

征
矢　

佐
賀
美
（
広
報
係
長
）

▽
熊
谷　

宏
（
総
務
課
）

▽
原　

崇
久
（
出
納
室
）

【
出
納
室
】

▽
室
長
兼
会
計
管
理
者

　

佐
々
木　

陽
司
（
再
任
用
）

▽
河
合　

一
成
（
協
働
活
動
推
進
課
）

【
保
育
園
】

▽
課
長
補
佐
兼
保
育
園
長　

原　

満

　
（
民
生
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
）

あ
ふ
ち
保
育
園

▽
主
任
保
育
士　

桐
生　

由
美

　
（
浪
合
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▽
熊
谷　

百
合
香
（
伍
和
保
育
園
）

▽
張
山　

早
紀
（
智
里
東
保
育
園
）

▽
小
松　

み
な
子
（
臨
時
的
任
用
）

伍
和
保
育
園

▽
副
園
長　

勝
野　

あ
ゆ
み

　
（
主
任
保
育
士
）

▽
主
任
保
育
士　

田
中　

智
絵

　
（
あ
ふ
ち
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▽
関
島　

帆
奈
美
（
新
規
採
用
）

▽
原　

栄
子
（
臨
時
的
任
用
）

智
里
東
保
育
園

▽
吉
澤　

菜
都
美
（
あ
ふ
ち
保
育
園
）

▽
原　

ち
は
る

　
（
臨
時
的
任
用　

あ
ふ
ち
保
育
園
）

浪
合
保
育
園

▽
主
任
保
育
士　

清
水　

美
寿
衣

　
（
あ
ふ
ち
保
育
園
主
任
保
育
士
）

清
内
路
保
育
園

▽
清
水　

智
佳
（
伍
和
保
育
園
）

保
育
園
付

▽
川
手　

か
ね
子
（
臨
時
的
任
用
）

【
教
育
委
員
会
】

▽
次
長
兼
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係
長　

熊
谷　

修
一

　
（
建
設
農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
）

▽
事
務
局　

羽
生　

武
彦

　
（
臨
時
的
任
用
）

▽
事
務
局　

村
田　

浩
一

　
（
臨
時
的
任
用
）

▽
子
育
て
支
援
室　

宮
下　

真
由
美

　
（
臨
時
的
任
用　

あ
ふ
ち
保
育
園
）
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▽
子
育
て
支
援
室　

原　

ま
ど
か

　
（
臨
時
的
任
用
）

▽
共
同
調
理
場　

西
野　

好
美

　
（
臨
時
的
任
用
）

【
議
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
長　

塩
澤　

英
明

　
（
民
生
課
長
）

▼
退
職
者
（
平
成　

年
３
月　

日
）

30

31

▽
佐
々
木　

陽
司

　
（
参
事
兼
出
納
室
長
兼
会
計
管
理
者
）

▽
松
井　

徳
彦

　
（
地
域
経
営
課
長
補
佐
兼
清
内
路
振
興

　

室
長
）

▽
多
田　

佳
則

  
（
建
設
農
林
課
付
産
業
振
興
公
社
派
遣
）

▽
宮
内　

薫
（
総
務
課
庶
務
係
長
）

▽
川
手　

か
ね
子

　
（
伍
和
保
育
園
副
園
長
）

<
>
(
)

 
転
出 
 　
 
内
は
新
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

▽
教
頭　

青
嶋　

住
夫
（
定
年
退
職
）　

▽
寺
澤　

眞
子
（
飯
山
小
学
校
）

▽
前
澤　
　

健
（
高
森
北
小
学
校
）

▽
五
味
め
ぐ
み
（
山
本
小
学
校
）

▽
林　
　

京
子
（
下
條
中
学
校
）

▽
櫻
井　

貴
織
（
松
川
中
央
小
学
校
）

▽
古
田　

貴
美
（
退
職
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

▽
校
長　

小
澤　

徳
夫

　
　
　
　
　
　
 
（
宮
田
小
学
校
長
）

▽
教
頭　

宮
島　

豊

　
　
　
　
　
　
 
（
天
龍
小
学
校
長
）

▽
齊
藤
安
紀
子
（
城
北
小
学
校
）

▽
伊
藤　

里
江
（
大
下
条
小
学
校
）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

▽
教
頭　

塩
澤　

裕
二

　
　
　
　
　
　
 
（
上
久
堅
小
学
校
教
頭
）

▽
朝
日
奈
梨
沙
（
城
北
中
学
校
）

▽
田
畑　

理
枝
（
清
内
路
小
学
校
）

▽
河
西　

静
代
（
座
光
寺
小
学
校
）

【
浪
合
小
学
校
】

▽
校
長　

山
下　

淳
子

　
　
　
　
　
　
 
（
山
本
小
学
校
長
）

▽
伊
藤　

圭
子
（
阿
智
第
三
小
学
校
）

▽
飯
島　

信
子
（
伊
賀
良
小
学
校
）

▽
内
海　

詩
音
（
伊
賀
良
小
学
校
）

【
清
内
路
小
学
校
】

▽
校
長　

川
上　

清
宏
（
定
年
退
職
）

▽
金
田　

義
雄
（
丸
山
小
学
校
）

▽
下
平　

陽
子
（
下
條
小
学
校
）

▽
矢
澤　

久
子
（
上
久
堅
小
学
校
）

▽
山
岸
沙
也
花
（
豊
平
小
学
校
）

【
阿
智
中
学
校
】

▽
校
長　

南
原　

恒
彦
（
定
年
退
職
）

▽
関
島　

浩
志
（
丸
山
小
学
校
）

▽
宮
下　
　

修
（
飯
田
西
中
学
校
）

▽
山
内
紀
美
江
（
竜
峡
中
学
校
）

▽
北
原　

直
美
（
高
陵
中
学
校
）

▽
増
澤　

直
也
（
高
遠
中
学
校
）

 <
>
(
)

 
転
入 
 　
 
内
は
前
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

▽
教
頭　

臼
井　

宏
之

　
　
　
　
　
　
 
（
三
郷
中
学
校)  

▽
太
田
五
十
鈴
（
戸
隠
中
学
校
）

▽
小
林
由
里
香
（
新
規
採
用
）

教　

職　

員

　

阿
智
村
役
場
や
村
関
係
機
関
の
新
職
員
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成　

年
４
月 
新
職
員
を
紹
介
し
ま
す

30

原　

ま
ど
か

村
田　

浩
一

小
松
み
な
子

齋
藤　

由
紀

西
野　

好
美

原　
　

栄
子

羽
生　

武
彦

田
中　

悠
希

関
島
帆
奈
美
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▽
遠
山　

恵
子
（
伊
賀
良
小
学
校
）

▽
松
澤　

弘
尚
（
伊
賀
良
小
学
校
）

▽
清
水　

雅
子
（
竜
丘
小
学
校
）

▽
植
松　

史
歩
（
初
任
者
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

▽
校
長　

熊
谷　

三
枝

　
　
　
　
　
 　
（
天
龍
小
学
校
長
）

▽
教
頭　

椚
谷　

博

　
　
　
　
　
　
 
（
浜
井
場
小
学
校
）

▽
佐
藤　

由
佳
（
湖
東
小
学
校
）

▽
塩
澤　

ゆ
い
（
座
光
寺
小
学
校
）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

▽
教
頭　

滝
沢　

聖
二

　
　
　
　
　
　
 
（
朝
日
小
学
校)  

▽
細
田
み
ど
り
（
新
規
採
用
）

▽
伊
藤　

圭
子
（
浪
合
小
学
校
）

▽
篠
田　
　

淳
（
豊
丘
南
小
学
校
）

【
浪
合
小
学
校
】

▽
校
長　

福
澤　

則
雄

　
　
　
　
　
　
 
（
新
野
小
学
校
教
頭)  

▽
長
谷
川
ゆ
か
里

　
　
　
　
　
　
 
（
鎌
田
小
学
校
）

▽
花
村　
　

至
（
初
任
者
）

▽
小
林　

愛
梨
（
初
任
者
）

【
清
内
路
小
学
校
】

▽
校
長　

山
崎　

章
光

　
　
　
　
　
　
 
（
金
沢
小
学
校
教
頭
）

▽
田
畑　

理
枝
（
阿
智
第
三
小
学
校
）

▽
原　
　

佳
子
（
三
穂
小
学
校
）

▽
片
桐　

悠
佳
（
川
路
小
学
校
）

▽
亀
山　

翔
平
（
初
任
者
）

【
阿
智
中
学
校
】

▽
校
長　

上
澤　

浩

　
　
　
　
　
　
 
（
原
小
学
校
長
）

▽
宮
下　

征
司
（
飯
田
西
中
学
校
）

▽
中
澤　

容
子
（
真
田
中
学
校
）

▽
鈴
木　

浩
子
（
下
條
小
学
校
）

▽
川
手　

里
恵
（
阿
南
第
一
中
学
校
）

▽
坪
木　

直
哉
（
天
龍
中
学
校
）

▽
水
上　

勝
秀
（
部
活
動
指
導
員
）

)

▽
熊
谷
千
世
子
（
学
校
司
書 　

阿
智
第
一
小
教
頭

臼
井　

宏
之

阿
智
第
二
小
教
頭

椚
谷　
　

博

阿
智
第
三
小
教
頭

滝
沢　

聖
二

浪
合
小
教
頭

久
保
田
雅
樹

清
内
路
小
教
頭

山
﨑　
　

啓

阿
智
中
学
校
教
頭

宮
澤　

博
文

学
校
教
育
係

村
田　

浩
一

学
校
教
育
専
門
主
事

羽
生　

武
彦

阿
智
第
一
小
校
長

宮
下　

敏
英

阿
智
第
二
小
校
長

熊
谷　

三
枝

阿
智
第
三
小
校
長

片
桐　

和
子

浪
合
小
校
長

福
澤　

則
雄

清
内
路
小
校
長

山
崎　

章
光

阿
智
中
学
校
長

上
澤　
　

浩

教
育
次
長

熊
谷　

修
一

教
育
委
員

熊
谷　
　

歩

教
育
委
員

熊
谷　

紀
夫

教
育
長

黒
柳　

紀
春

教
育
長
職
務
代
理

塚
田　

紀
昭

教
育
委
員

原　
　

彰
彦

教育委員会

の窓

教育委員会

の窓

　

教
育
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
村
内
小
中
学
校
の
校
長
、

教
頭
を
紹
介
し
ま
す
。
村
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願
っ

て
教
育
活
動
に
専
念
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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３
月
４
日
、
平
成　

年
度
年
度
末
総
会

29

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
ご
苦
労
い
た
だ
い
た
幹

部
・
団
員　

名
が
退
団
し
ま
し
た
。

15

平
成　

年
度
に
引
き
続
き
、
勝
野
真
也

29

団
長
の
下
、
新
た
に
５
名
の
新
入
団
員
を

迎
え
、
平
成　

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

30

た
。平

成　

年
度
４
月
１
日
現
在
、
団
員
数

30

２
０
９
名
、
機
能
別
消
防
団
員
（
消
防
予

備
員
）
は
１
４
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

平
成　

年
度
幹
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

30
阿
智
村
消
防
団
平
成　

年
度
幹
部
体
制

30副 団 長
塚田大介

団 　長
勝野真也

　

本　

部　

長　
　

熊
谷　
　

宏

　

第
１
分
団
長　
　

折
山　
　

崇

　

第
２
分
団
長　
　

岡
庭　

智
之

　

第
３
分
団
長　
　

髙
間　
　

優

　

第
４
分
団
長　
　

古
川　
　

涼

　

第
５
分
団
長　
　

奥
澤　

享
央

　

第
６
分
団
長　
　

熊
谷　

誠
司

　

第
７
分
団
長　
　

下
山　

祐
介

　

第
８
分
団
長　
　

櫻
井　

一
也

　

第
１
副
分
団
長　

高
橋　

一
樹

　

第
２
副
分
団
長　

兼
子　

道
雄

　

第
３
副
分
団
長　

熊
谷　

祐
太

　

第
４
副
分
団
長　

小
塚　

英
且

　

第
５
副
分
団
長　

小
林　

勇
太

　

第
６
副
分
団
長　

若
林　
　

翔

　

第
７
副
分
団
長　

佐
々
木　

真

　

第
８
副
分
団
長　

田
島　
　

達

　

旗　
　

手　
　
　

田
村　

拓
歩

　

副
本
部
長　
　
　

市
村　

祐
司

　

技
術
部
長　
　
　

井
原　

旬
介

　

喇
叭
部
長　
　
　

佐
藤　

幹
浩

　

救
護
部
長　
　
　

田
中　

仁
利

　

誘
導
部
長　
　
　

品
川　
　

雄

阿
智
村
消
防
団
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

阿
智
村
消
防
団
で
は
、
火
災
を
始
め
と

す
る
風
水
害
な
ど
の
発
災
時
の
対
応
は
も

ち
ろ
ん
、
普
段
か
ら
の
防
火
や
大
地
震
に

備
え
て
の
予
防
消
防
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

自
分
た
ち
の
生
命
、
財
産
は
自
ら
の
力

で
守
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、
地
域
住

民
の
責
務
と
し
て
、
対
象
年
齢
に
な
ら
れ

て
い
る
方
は
、
消
防
団
に
入
団
し
、
一
緒

の
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
女
性
消
防
団
員
８
名
も
一
緒
に

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
女
性
消
防
団
員
の

入
団
も
大
歓
迎
で
す
。

 
阿
智
村
消
防
団
員
の
待
遇
等 

＊
身
分

　

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

＊
報
酬

　

年
報
酬
及
び
出
動
・
訓
練
手
当
を
支
給

＊
公
務
災
害
補
償

消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合
の
補

償
制
度
が
あ
り
ま
す

＊
共
済
制
度

公
務
・
公
務
外
を
問
わ
ず
、
病
気
や
ケ

ガ
で
一
定
期
間
入
院
し
た
場
合
や
万
が

一
の
場
合
に
補
償
が
受
け
ら
れ
る
共
済

基
金
に
加
入
し
ま
す

＊
退
職
報
奨
金

１
年
以
上
勤
務
し
た
方
が
退
団
し
た
際

に
は
、
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

＊
表
彰
制
度

職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、
功
績
が
表
彰

さ
れ
ま
す

＊
被
服
の
貸
与

消
防
活
動
に
必
要
な
被
服
が
貸
与
さ
れ

ま
す
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ご
み
ゼ
ロ

一
斉
行
動
日
に
つ
い
て

　
「
き
れ
い
な
信
州
環
境
美
化
運
動
」ご
み

ゼ
ロ
の
日
統
一
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
域
の
皆
様
方
に
参
加
い
た

だ
き
地
域
環
境
美
化
に
努
め
ま
す
。

※
詳
細
は
、
環
境
委
員
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

ご
み
ゼ
ロ
の
日
・
一
斉
行
動
日

　
　

５
月　

日
（
日
曜
日
）

２７

●
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課　

廃
棄
物
対
策
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
５
１
）

平成30年度の軽自動車税率は次のとおりです。
総排気量50cc以下 2,000円

原動機付自転車

４月１日現在、原動機
付自転車、軽二輪、軽
自動車、小型特殊自動
車、二輪の小型自動車
を所有する人

軽自動車税

総排気量90cc以下 2,000円
総排気量125cc以下 2,400円
ミニカー 3,700円
125cc超 250cc以下 3,600円軽 二 輪
総排気量250cc超 6,000円二輪の小型自動車
農耕作業用 2,400円

小型特殊自動車
その他 5,900円

重課税率標準税率旧税率
12,900円10,800円7,200円自家用

乗　用
四輪以上

8,200円6,900円5,500円営業用
6,000円5,000円4,000円自家用

貨　物
4,500円3,800円3,000円営業用
4,600円3,900円3,100円三　輪

　初度検査年月日が平成17年3月31日以前の軽四輪自動車は、平成30年度より重課税率となりますので確認くだ
さい。(初度検査年月日は車検証をご覧ください。)
　軽自動車税は、毎年4月1日現在の軽自動車の所有者に納めていただく市町村の税金です。
納期は5月31日(木)です。忘れずに納期限までに納めましょう。
また、軽自動車等を取得した場合や、譲受、廃車をしたい場合には申告が必要です。
農耕用作業車(乗用装置のあるコンバインやトラクターなど)も登録が必要です。

軽自動車税

<軽自動車税・自動車税の納期限は5月31日（木）です>

自動車税　　　　　　　　　　　自動車税は、毎年４月１日現在の自動車の所有者に納めていただく長野県の税金です。
　平成30年度の自動車税の納期限は５月３１日（木）です。忘れずに納期限までに納めましょう。
　県内の金融機関、郵便局、コンビニエンスストア又は南信県税事務所飯田事務所の窓口で納付できます。
忘れずに納期限までに納めましょう。

●お問い合わせ　南信県税事務所飯田事務所（旧下伊那地方事務所税務課）
　　　　　　　　☎0265−53−0405 もしくは 0406
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村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村ののののののののののののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断ををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ村の健康診断を受けましょうううううううううううううううううううううう
阿智村の皆さん、健康診断を受けていますか？
体重のこと、血圧のこと、血液のこと…健診は自分の体の様子を数字で見ることのできる大切な機会です。
去年の自分と今の自分を比較してみませんか。そこから5年後、10年後の自分が見えてきます。

保健師から一言村補助自己負担対象者

会社等で健診を受ける機会はありますか？
保険の種類に関係なく受けられます。5,804円1,000円だれでも39歳以下

５月下旬頃に受診券を配布します。7,208円1,000円国保の方のみ40 ～74歳

普段、病院にかかる機会のない方はぜひ、
集団健診を受けてください。7,128円無　料だれでも75歳以上

◆ 村の健診の対象となる方◆

 村の健康診断／前立腺がん検診／C型肝炎検査申し込み方法 
5月に各家庭に申込み用紙が郵送されます。

40〜74歳で国民健康保険以外の方
加入されている社会保険等から健診の案内が届きますで、案内に従って受診しましょう。
村の健診を希望される方は保健師までご相談ください。

◆ 健診内容◆
身長、体重、腹囲、血圧測定、眼底検査　★New  心電図（40歳以上の方全員実施します）
血液検査（血糖値、中性脂肪、コレステロール、肝機能、腎機能など）

前立腺がん検診 （50歳〜）
★前立腺がんは血液検査で調べます。
　そのため村の健診とあわせて実施します。
　村の健診日程をご確認ください。
　※尿の出が悪い等の自覚症状のある方は、医療機関で

受診してください。
自己負担　600円（村補助1,344円）
（平成30年4月1日の時点で50歳の方へ前立腺がん検
診無料クーポンをお送りします）

国民健康保険に加入されている方へ
補助があります

①人間ドック受診者に補助があります
【交付内容】
　検査料の7割相当額まで、上限3万円です。
【申請時持ち物】 
　保険証、領収書、印鑑、健診結果表、通帳など
振込先のわかるもの。
②病院での個別健診を窓口負担1,000円で受診で
きます

【受診方法】
　直接病院に個別健診を予約し、受診券を持って
受診してください。

※6月以前に個別で受診、人間ドックを予定されてい
る方は、保健師までご連絡ください。

●がん検診を受ける目安●
胃がん・大腸がん…… 40歳を過ぎたら1年に1回
子宮がん……………… 20歳を過ぎたら2年に1回
乳がん………………… 40歳を過ぎたら2年に1回
前立腺がん…………… 50歳を過ぎたら1年に1回
肺がん………………… 40歳を過ぎたら2年に1回
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紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
平成30年度 がん検診日平成30年度　がん検診日程程
３月に検診を申し込まれた方には検診時期に合わせ、受診票をお送りします。
※申し込み人数により当初の日程を変更する場合があります。ご了承ください。

伍和公民館（水）13日
智里東公民館（木）14日
浪合コアホール（金）15日
清内路公民館（月）18日
伍和公民館（火）19日
智里西公民館／コミュニティ館　1階（水）20日
コミュニティ館　1階（木）21日
コミュニティ館　1階（金）22日

コミュニティ館　1階（月）2日
コミュニティ館　1階（火）3日
浪合コアホール／清内路公民館（水）4日
コミュニティ館　1階（木）5日

コミュニティ館　1階（木）5日
コミュニティ館　1階（金）6日
コミュニティ館　1階（月）23日
コミュニティ館　1階（火）24日

コミュニティ館　1階（木）26日
コミュニティ館　1階（金）27日
浪合コアホール／清内路公民館（月）30日
コミュニティ館　1階（火）31日

保健センター　1階（水）23日
保健センター　1階（木）24日

30年６月　胃がん検診・大腸がん検診（40歳〜）

７月　肺がん検診（ヘリカルCT）（40歳〜隔年）

子宮頸がん検診（20歳〜74歳　隔年）

乳がん検診（マンモグラフィー検査）（40歳〜隔年）

31年１月　乳がん検診（超音波検査）（20歳〜39歳）

クーポン対象者以外の方に鎧　病院で受診する女性のがん検診助成事業
　村のがん検診は受けづらい、日程が合わないという方のために個別病院で受診する子宮がん検診、乳がん
検診へ助成制度があります。

★胃検診：バリウムを飲んで胃の状態を見ます
　　　　　自己負担　1,500円（村補助2,604円）
★大腸がん検診：便をとって検査します
　　　　　自己負担　500円（村補助1,012円）

★肺のCT検査（らせん断層撮影）を
　行います
　自己負担　2,000円（村補助5,344円）

★検診車による子宮頸がんの検査です
　自己負担　1,000円
　（村補助　2,780円）

★レントゲンによる乳がんの検査です
　自己負担　2,000円
　（村補助　4,480円）

★乳腺が発達している若い女性に適した検査です
　自己負担　1,000円（村補助　3,104円）

乳がん・子宮頸がん
を受診される方へ
特定の年齢の方々に対し
て、検診費用が無料に
なるクーポン券を配布
しています。

子宮がん検診
【対象者】20歳から40歳
受診を希望される方は役場保健師まで
ご連絡ください。

乳がん検診（マンモグラフィー）
【対象者】40歳から60歳
病院に直接予約し受診してください。
受診後、役場に申請してください。

がん検診がん検診はは
該当年齢の該当年齢の方方
どなたでどなたでもも
受けられます受けられます。。
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平成30年度から3年間の介護保険料が決まりまし平成30年度から3年間の介護保険料が決まりましたた
介護保険制度のお知らせです

　65歳以上の方が納める介護保険料は、サービス利用量等を推計し3年ごとに見直しを行っています。基準額は、
下記の計算式によって算定され、前年度の所得に応じて保険料段階が決定されます。
　高齢者人口の増加や介護保険制度の浸透によるサービスの利用増加により、平成30年度からは基準額が年間
9,000円の増額となります。所得の少ない方（第1段階の方）については、保険料年額の1割を国県村で負担する
ため、実際にお支払いいただく保険料は表中の（　　）内の金額になります。

●阿智村の介護保険料
保険料年額対　　象　　者保険料段階

37,000円
（33,300円）

●生活保護を受けている人
●世帯員全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人
●世帯員全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額
が80万円以下の人

本
人
が
住
民
税
非
課
税

第１段階

55,500円●世帯員全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額
が８０万円～１２０万円の人第２段階

55,500円●世帯員全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額
が１２０万円を超える人第３段階

66,700円●世帯員のうち誰かに住民税が課税されており、前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円以下の人第４段階

74,100円
（基準額）

●世帯員のうち誰かに住民税が課税されており、前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円を超える人第５段階

89,000円●前年の合計所得額が120万円未満の人
本
人
が
住
民
税
課
税

第６段階

96,３00円●前年の合計所得額が120万円～200万円の人第７段階

111,100円●前年の合計所得額が200万円～300万円の人第８段階

125,900円●前年の合計所得額が300万円～400万円の人第９段階

133,300円●前年の合計所得額が400万円以上の人第１０段階

保険料は介護保険サービスの大切な財源です。誰もが安心してサービスを利用できるよう、保険料の納付にご理解と
ご協力をお願いいたします。

　　　　 　阿智村役場　民生課　福祉係 （内線225）
　　　　 　阿智村地域包括支援センター （☎0265−45−1140）

● 介護保険のお問合せ ●

　村での介護保険給付等に係る費用 蓋 65歳以上の方の負担分（23％）　
65歳以上の方の人数

基準額　＝
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狂
犬
病
予
防
注
射
（
第
２
次
）
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は

必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

第２次狂犬病予防注射日程表
時　間場　　所月日

８：４５ ～ ９：００中関高齢者生きがいセンター前

５
月　

日
（
木
）

１７

９：０５ ～ ９：１５下郷集会所駐車場
９：２５ ～ ９：３５寺尾ポンプ小屋前
１０：００ ～１０：１０園原　月見堂前
１０：２５ ～１０：３５清内路振興室前
１０：５０ ～１１：００智里東公民館前
１１：１５ ～１１：２５浪合振興室駐車場
１１：４５ ～１２：００中央公民館前

〔
該
当
犬
〕

　

生
後
３
ヵ
月
（　

日
目
）
を
過
ぎ
た
犬

９１

〔
持
ち
も
の
〕

◎
料
金

　

一
頭
に
つ
き
３
、５
０
０
円

◎
新
規
登
録
料
金

　

一
頭
に
つ
き
３
、０
０
０
円

※
料
金
は
、
お
つ
り
の
い
ら
な
い
よ
う
に

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ハ
ガ
キ

　

記
載
内
容
に
誤
り
・
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
朱
書
き
で
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
登
録
の
方
は
、
当
日
会
場
に
て
登

録
を
行
い
ま
す
の
で
ハ
ガ
キ
は
届
き
ま

せ
ん
。

※
当
日
ハ
ガ
キ
を
忘
れ
る
と
再
交
付
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
注
射
の
順
番
が
後

に
な
り
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

〔
そ
の
他
〕

・
犬
の
死
亡
・
飼
い
主
の
変
更
・
住
所
変

更
等
あ
る
場
合
は
、
民
生
課
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
注
射
が
終
わ
る
ま
で
、
ハ
ガ
キ
を
無
く

さ
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

・
犬
の
健
康
に
異
常
の
あ
る
場
合
、
及
び　

過
去
に
狂
犬
病
予
防
注
射
後
に
異
常
を

起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
犬
は
、
動
物
病　

院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

民
生
課　

保
健
係
（
内
線
２
２
３
）

　

村
で
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

個
人
情
報
の
保
護
の
観
点
か
ら
個
人
番
号

と
そ
の
他
の
特
定
個
人
情
報
の
取
扱
い
の

適
正
を
確
保
す
る
た
め
、
職
員
が
執
務
を

行
う
事
務
室
（
カ
ウ
ン
タ
ー
の
内
側
）
を

取
扱
区
域
と
し
、
許
可
の
無
い
者
の
立
入

り
を
制
限
し
ま
す
。

　

取
扱
区
域
と
の
境
界
は
、
図
２
の
表
示

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
許
可
の
無
い

方
の
立
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ総

務
課
（
内
線
２
７
２
）　

図1　役場等の「取扱区域」概要図

図2　表示

平
成　

年
度
第
２
次
狂
犬
病

３０

予
防
注
射
の
実
施
に
つ
い
て

特
定
個
人
情
報
等
の
適
正
な

取
扱
い
の
た
め
職
員
が
執
務

を
行
う
事
務
室
を
取
扱
区
域

と
し
ま
す



16広報あち 平成30年4月号

20歳になったら国民年金
　国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合は、保険料の納付が免除または猶予される制度があります。

学生納付特例制度
【在学中の保険料納付が猶予されます】
　在学中で所得がない（または一定以下の）方が、保険料の未納期間
を理由に、将来、老齢基礎年金や障害基礎年金を受け取れなくなるこ
とを防ぐため、本人が申請すれば保険料の納付が猶予される制度があ
ります。
　学生納付特例の期間は年金を受取るために必要な期間として計算さ
れますが、老齢基礎年金額には反映されません。
【基準となる所得の計算式】
　本人の前年所得が以下の計算式で計算した金額以下であること

　制度を受けるためには年度ごとの承認が
必要です。
　継続を希望する場合は、４月初めに送付
される再申請の用紙に必要事項を記入のう
え返送してください。学生納付特例を利用
せず、保険料の納付を希望される場合は、
飯田年金事務所までご連絡ください。

●お問い合わせ
　飯田年金事務所（☎22-3641）
　民生課　住民係（内線222）

118万円

扶養親族等控除額

社会保険料控除額等

＋

＋
≧ 本人の前年所得
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国
民
年
金
学
生
納
付

特
例
申
請
に
つ
い
て

水中運動教室参加者募集
　水中運動は、水の特性により陸上よりらくに運動ができ、筋力アップや心肺機能の向上などの効果があります。
激しい運動ではなく、おしゃべりしながら続けられるので、強い運動より優れているといわれる「ニコニコペー
ス」です。いつでも体験できます。まずは、電話でお問い合せください。

◇実施場所　湯ったり～な昼神　プール
◇申込先　　水中運動担当（080-5147-0255・メールアドレスachi.10aqa28@ezweb.ne.jp）
　　　　　　または、湯ったり～な昼神（43-4311）へご連絡ください。申込みは、随時受け付けています。
◇準備品　　水着、水泳帽（衛生上必ず着用してください）、ゴーグル（必要に応じて）

※受講料とは別に、入館料（村内：大人
400円、子ども200円、村外大人900
円、子ども500円）が必要です。

その他受講料（１教室当たり）内容対象者曜日クラス

7月〜
新クラス生8名募集!!
年度途中入会希望者
は問い合わせください。

3,000円／月
水遊び・水慣れ

保育園児木ホップ子
ど
も
の
教
室

保育園児〜小学生水・金ステップ

水慣れからクロールの導入小学生月・水・金ジャンプ

2,500円／月運動習慣の定着と、4泳法小学生月・水・木・金スーパージャンプ

4/16（月）23（月）
10：15〜10：45
体験募集中です!!

500円／回
お子さんの運動あそびと、
お母さんの身体のケア運動

1歳前後からの
お子さんとお母さん

月ままキッズ

親
子
の
教
室

受講料（１教室当たり）内容対象者クラス

800円／月
1,200円／月
2,000円／月

2,000円／月
3,000円／月

村民
　65歳以上
　65歳未満
村外

　村民　
　村外

目的に応じ、水中で体をほぐ
しながら、気持ちよく体を動
かします。
教室ごと参加者の運動レベル
に合わせながら実施。

どなたでも

すっきりストレッチ＋流水

大
人
の
教
室

すっきりストレッチ＋流水（水深100唖）

いきいきシニア

すっきりアクア

ストレッチ＋ジョグ＆ウォーキング

ヨガ＋流水＋ジョグorスイム

元気アップアクア

男塾

平成30年  あち水中運動教室  レッスンスケジュール（平成30年4月12日 現在）

未 定

［プール開放］

［プール開放］

［プール開放］

元気アップアクア・男塾は
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４
月
１
日
か
ら
阿
智
村
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
始
ま
り

ま
し
た

　

自
動
車
運
転
免
許
証
を
所
持
し
て
い
な

い
方
や
、
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
方
な

ど
の
、
通
院
、
買
い
物
、
役
場
等
へ
の
用

足
し
後
の
帰
宅
支
援
を
目
的
と
し
て
、
村

民
を
対
象
と
し
て
運
行
を
行
い
ま
す
。

▽
運
行
開
始
日

　
　

平
成　

年
４
月
１
日
〜

３０

▽
運
行
時
間

　
　
　

時
〜　

時

１０

１７

▽
運
行
業
者

　
　

南
信
州
広
域
タ
ク
シ
ー
有
限
会
社

○
予
約
方
法

運
行
時
刻
１
時
間
前
ま
で
に
次
の
番

号
へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

南
信
州
広
域
タ
ク
シ
ー
有
限
会
社

☎　

・
２
８
０
０

２８

○
乗
車
場
所

　
「
こ
ま
ん
ば
（
下
中
屋
）」

　
「
橋
上
医
院
」

　
「
阿
智
村
役
場
」

　
「
農
協
阿
智
（
ラ
ッ
ク
）」

　
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
ピ
ア
」

　
「
飯
田
病
院
阿
智
診
療
所
」

○
降
車
場
所

　

自
宅

○
運
賃

　

２
０
０
円 
〜 
９
０
０
円

　
（
部
落
別
に
距
離
に
応
じ
て
設
定
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

庶
務
係　
（
内
線
２
７
１
）

　
　
　
　
　

担
当　

原
・
沖
村

平
成　

年
度
版
村
民
利
用
券

３０

協
賛
施
設
を
募
集
し
ま
す

　

村
で
は
、
村
内
の
観
光
施
設
等
を
地
元

住
民
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、毎
年
村
民
利
用
券
を
発
行・

配
布
し
、
施
設
利
用
料
の
割
引
や
特
典
に

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
版
村
民
利
用
券
（
６
月
１

３０

日
か
ら
翌
年
５
月
末
日
ま
で
）
の
発
行
に

あ
た
り
、
新
た
に
協
賛
し
て
い
た
だ
け
る

施
設
を
募
集
し
ま
す
。

○
内
容

　

村
民
の
方
が
施
設
を
利
用
さ
れ
る
際
に
、

料
金
の
割
引
や
特
典
な
ど
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

割
引
・
特
典
内
容
は
各
施
設
で
設
定
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

協
賛
申
込
は
…

   
○
期
限　
　

４
月　

日
（
月
）

３０

   
○
方
法　
　

商
工
観
光
政
策
係
へ

　
　
　
　
　
　
 
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
経
営
課　

商
工
観
光
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
８
２
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

平
成　

年
５
月　

日
か
ら
、
全
国
の
法

２９

２９

務
局
に
お
い
て
、
各
種
相
続
手
続
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報
証

明
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

○
目
的

　

こ
の
制
度
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ

る
の
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る
も
の
で
す
。

○
申
出

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
出
生
か
ら
死
亡
ま

で
の
戸
籍
等
を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

○
利
用

　

各
種
相
続
手
続
（
預
金
の
払
い
戻
し
や

相
続
登
記
な
ど
）
に
お
い
て
、
こ
の
証
明

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
手
続
き
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　　

ぜ
ひ
、こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

長
野
地
方
法
務
局　

飯
田
支
局

　
　
　
　
　
　

☎　

・
０
０
１
４

２２
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国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通省省省省省省省省省省省省省省省省省省省省省省省省省かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららら国土交通省からのお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
　タカタ製エアバックインフレータのリコール対象自動車のうち、一部車両は、リコール作業がなされてい
ない場合には平成３０年５月から車検が通らなくなります。
　リコール作業がされていないと、エアバッグが異常破裂するおそれがあります。大変危険ですので、早急
にディーラ等に実施してもらってください。
　ご使用の自動車が対象車両であるかどうかは各メーカーのホームページまたは、国土交通省
タカタ専用ダイヤル（☎０３−５５３９−０４５２）でご確認ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象車種はこちらから検索できます→

　　　　　　　○公の施設の指定管理状況　　　　平成30年 4月1日現在

指定期間指定管理者施　　設　　名

H27.4.1　～　H37.3.31鋤阿智村社会福祉協議会阿智村デイサービスセンター　第２幸寿苑１

H29.4.1　～　H39.3.31鋤阿智村社会福祉協議会特別養護老人ホーム阿智荘２

H29.4.1　～　H39.3.31鋤阿智村社会福祉協議会デイサービスセンター　えんばな３

H21.3.25　～　H31.3.31鋤阿智村社会福祉協議会デイサービスセンター　ひだまり４

H27.4.1　～　H37.3.31鋤夢のつばさ阿智村多機能型事業所　夢のつばさ５

H29.4.1　～　H39.3.31ＮＰＯ法人なみあい育遊会浪合通年合宿センター６

H29.4.1　～　H39.3.31ＮＰＯ法人なみあい育遊会なみあい遊楽館７

H26.4.1　～　H31.3.31ＮＰＯ法人なみあい育遊会もみじ平森林総合利用施設８

H29.4.1　～　H34.3.31除阿智開発公社湯ったり～な昼神９

H30.4.1　～　H35.3.31除阿智開発公社はゝき木館10

H22.4.1　～　H32.3.31除阿智開発公社昼神温泉観光センター11

H17.4.1　～　H37.3.31農事組合法人あち有機生産組合堆肥センター12

H22.4.1　～　H32.3.31叙鶴巻鶴巻荘13

H22.4.1　～　H32.3.31農事組合法人清内路健康の森清内路経済活動拠点施設14

H30.4.1　～　H35.3.31叙里山生活ふるさと村自然園15

H25.10.1　～　H35.9.30農事組合法人きくいもの郷阿智村特産物開発研究所・
南信州機能性食品工場　御所の里16

H29.10.1　～　H34.9.30叙治部坂十割そば治部坂高原交流施設（キクイモ茶屋）17
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平
成　

年
度

３０
長
野
県
派
遣
研
修
員
募
集

○
目
的

　

将
来
長
野
県
と
中
国
河
北
省
の
友
好
交

流
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
中
国
語
や
中
国

の
諸
事
情
に
精
通
し
た
人
材
を
養
成
す
る

○
募
集
人
員

　

３
名

○
研
修
期
間

　

平
成　

年
９
月
〜
平
成　

年
８
月

３０

３１

○
研
修
機
関

　

河
北
大
学
国
際
交
流
教
育
学
院

○
主
な
研
修
内
容

・
中
国
語
の
学
習

・
中
国
の
政
治
、
経
済
、
社
会
等
の
諸　

事
情
に
か
か
る
視
察

・
河
北
大
学
生
の
日
本
語
学
習
の
支
援
、

指
導

○
応
募
資
格

・
中
国
語
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が

あ
る
方

・
県
内
に
生
活
の
本
拠
地
を
有
す
る
方

・　

歳
以
上
の
方
（
高
校
生
を
除
く
）

１８

　

な
ど

○
応
募
手
続

▽
提
出
書
類

　

指
定
の
応
募
用
紙
、
写
真
、
小
論
文
を

　

提
出
す
る

▽
提
出
先

　

長
野
県　

国
際
課

▽
締
切

　

５
月　

日
（
水
）（
当
日
必
着
）

１６

○
選
考

▽
第
一
次
選
考

　

小
論
文
に
よ
る
審
査

▽
第
二
次
選
考

　

面
接

●
お
問
い
合
わ
せ

　

長
野
県　

国
際
課

　

☎
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
８
８

小
学
生
〜
高
校
生
の
国
際
交
流

　

夏
休
み
海
外
研
修

交
流
参
加
者
募
集

　

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、夏
休
み
の
海
外
研
修
交
流
９
コ
ー

ス
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
を
通
し
て
、
理
解
や
交
流
を
深
め

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
内
容
】
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
文
化
交
流
な
ど

【
研
修
国
】

　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ

ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

【
日
程
】

　

７
月　

日
（
木
）
〜
８
月　

日
（
木
）
の

２６

１６

内
、
８
〜　

日
間

１８

【
対
象
】　　

小
３
〜
高
３
ま
で

【
説
明
会
】　

全
国　

都
市
、
５
月

１１

【
参
加
費
】　　

万
８
千
〜　

万
円

２４

５９

【
締
め
切
り
】

　
　
　
　
　

５
月　

日
（
火
）
お
よ
び

２２

６
月
８
日
（
金
）

【
問
合
せ
・
資
料
請
求
】

　
公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎　

・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

０３

E-M
ail

info@
kskk.or.j

　
   
   　
     
         p  

こ
こ
ろ
・
法
律
・
仕
事
の

な
ん
で
も
相
談
会

　
「
借
金
を
返
せ
な
い
」「
眠
れ
な
い
」「
仕

事
が
つ
ら
い
」「
死
ん
で
し
ま
い
た
い
」
な

ど
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
事
情
を
弁
護
士

や
精
神
科
医
な
ど
の
専
門
家
が
じ
っ
く
り

聞
き
ま
す
。

【
日
時
】　

５
月　

日
（
金
）

２５

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
７
時

　
　
　
　

最
終
受
付
時
間　

午
後
６
時

【
場
所
】　

南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
旧
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
）

【
費
用
】　

無
料

【
主
催
】

　

長
野
県
い
の
ち
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
お
問
い
合
わ
せ

　

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　

健
康
づ
く
り
支
援
課

　

☎　

・
０
４
４
４

５３

　
（
平
日 
８
：　
 
〜 　

：　

）

３０

１７

００

長野県HP
研修員募集
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○第６次総合計画について

回答等質問、意見等
　長野県や地元の金融機関にも働きかけている。阿智村出
身の方や友好関係自治体等にも働きかけたい。

　働く場所の確保のため、村長が直接企業誘致に歩く気構
えで施策を立ててほしい。

　審議会の答申で、道の駅にこだわらずに考えていくこと
になりました。

　直売所の件で、道の駅ではなく直売所を計画するのか。直
売所の棚が冬期間空っぽでないように、新鮮な野菜を通年
で供給できる体制を整えてから直売所を整備した方がよい。

　審議会からマーケティング等含めた議論の結果、昼神が
望ましいと答申があったが、決定ではない。今後新たに検
討委員会を設置し検討していきたい。

　直売所は昼神につくる方向になったのか、旅館等が朝市
や村内農産物の使用状況を把握しておくべき。農家だけの
直売所というのは慎重に進めてほしい。

　第５次総合計画の中間５年間の実施計画を作り検討して
いたが、途中から更新されず中途半端になってしまった。
検討して参りたい。

　成果指標をどう達成していくかが示されていない。以前
あったアクションプログラムが無いと具体的事業が見えず、
計画として弱い。５カ年の事業計画を早めに立て、住民と
キャッチボールをしてほしい。

ご意見として承ります。　まちづくり計画については中心部の計画と感じる。周辺
部の計画についても考えてほしい。山の資源活用をどのよ
うにするのか、山もまちづくりに位置づけてほしい。

　今後できる限りのことは考えていきたい。土木方面、防
災面など使える事業は導入していきたい。

　災害に強い山づくりを大事な問題として取り扱ってほし
い。

　大事なことと考えているので、計画に明記してあります。　浪合振興室、清内路振興室の存続は計画に掲載されてい
るか。

　阿智村がふるさとという方に情報を流していく。プロモー
ション動画も作成し、住宅の計画も立てていく。関係人口
の方にも移住につながるように働きかけたい。村への居住
が無理でも、サポートはしていきたい。

　ふるさと回帰二地域居住作戦とあるが、予算に反映され
ているのか。

　50件以上の意見が寄せられました。反映できる意見は計
画に反映し、寄せられた意見は公表していきたい。

　パブリックコメントはどれくらいあったのか。また、意
見は公表されるのか。

○30年度事業他について
回答等質問、意見等

　今年度の任期満了は２人、１人は浪合で定住予定、１人
は未定。これまでの協力隊の７割が定住している。

　地域おこし協力隊が任期終了後、村内に定住することを
考えてほしい。今までの方の状況はどうか。

　ご意見として承ります。　自治会内の人口が減っており、自治会活動支援金の額が
少なくなってきている。支援金のあり方について検討して
ほしい。

　文部科学省の指導要綱に基づいて教育を行っている。ご
意見は教育委員会で報告さていただきたい。

　学校教育で、道徳やホームルームは人間形成のために必
要。なければ30年度から行ってほしい。

　学校は耐震性を調査し、必要な補強工事を行ってる。保育
園は智里西保育園が耐震性がないため、30年度改築を行う。

　小学校、保育園の耐震性はどうなっているのか。

　耐震性が無いため改修を行うもの。園児数は８名程度で
推移すると見ている。統合のことは考えていない。地域に
保育園があることが重要と考えている。

　智里西の保育園に大きな予算を付けているが、将来的に
園児はどうなるのか、統合の考えはないか。

　認知症が介護保険の認定を受ける一番の原因となってい
る。脳トレ笑いヨガを新たに行い好評であった。具体的な
考えはまだないが、年代ごとの取り組みも必要と思う。

　認知症サポーター養成講座は続けてもらいたい。認知症
について、健診のように年代ごとにチェックする取り組み
を検討してほしい。
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回答等質問、意見等
　医師紹介センターや、近隣の医師にお願いするなど必死
に探しています。（４月から羽生先生が月曜日と木曜日に診
療します。）

　昨年浪合診療所の先生が辞め、医師不在となっているが、
医師確保の状況はどうか。

　まだ各自治体公表されていませんが、飯田市、阿南町、
売木村と同程度となる見込み。村には特養、老人保健施設、
デイサービスセンターが何カ所もあり、サービスが受けや
すい環境であり、保険料も高めとなります。

　介護保険料が6,000円程度に上がるということだが、長
野県の中ではどの辺の位置になるのか。

　観光局のメンバーには、商工業、農業の関係者も入って
いる。観光だけでなく地域づくりを行う組織としての位置
づけになっている。星を見に来られる皆さんの飲食、村内
産の農産物の活用等村内にお金が回るシステムを工夫して、
村全体の事業として進めていきたい。

　観光局は１億円以上の大きな予算を付けている。観光だ
けにならないように、農林商工業の人たちも加えて有効に
使ってほしい。

　700万円程度が人件費、その他初期的な費用をみていま
す。他に備品類は村が用意し、星の駅をスタートしたいと
考えています。

　スタービレッジ事業で、星の駅運営で1,000万円増額と
なっているが、内容は何か。

　昼神とも連携していて、一度に多くの観光客が入館でき
ないので、グループ分けするなど調整しています。他の施
設等と併せてＰＲしていきたい。

　満蒙開拓平和記念館に多くの客が訪れているが、昼神温
泉との連携はできているのか。

　農地の復旧については団体のみ、復活は個人のみとなっ
ている。ご要望として承ります。

　遊休荒廃農地の復旧、復活費用の補助制度があるが、申
請者は団体に限るとなっている。もっと簡単に申請できる
制度にしてもらいたい。

　産業振興公社では小ロットでも受入れ、小さい農家でも
励みになります。道の駅や産直市場の研究も進めています。

　お年寄りが作った野菜で、消毒など一定基準を満たして
いれば、産業振興公社で引き取ってくれありがたい。遊休
農地対策、お年寄りの生きがい対策としてありがたい。

　初年度は、地区ごとに40ヘクタールを予定。対象地は地
籍調査の未実施地域で、要望のあるところから進めていき
たい。

　山林の境界明確化について内容は。

　青空市は、今は試験的ですので、どういう仕組みがいい
のか、場所はどこがいいのかなど今後検討していきたい。

　薪の青空市について、薪ストーブを使用している方など
継続的に循環できる仕組みを作ってほしい。

　まずは査定額の20％以内で支援して、様子を見ながら考
えていきたい。

　民家の近くや道路際の間伐が進んでいない。景観や安全
のためにも負担金ナシで早めに進めてほしい。

　補助金制度のご意見もありましたが、今までに取り壊さ
れた方とのバランス等考え、借入金の利子分の補給という
ことでスタートします。

　特定空き家等除却融資利子補給金制度に関し、対策した
人への補助金という制度は考えなかったのか。

　防災関係の専門家を各部落（自主防災会）に派遣し、防
災研修を行い、地域防災力の向上を図る事業です。30年度
の派遣は各部落1回となります。

　防災アドバイザーの派遣事業は、具体的にはどういう内
容でしょうか。

　緊急時地域支援台帳は、基本的には地域が居住者の実情
を把握し、災害時等の安否確認、救助等に役立て、減災に
つなげるものです。村への提出分は、情報の共有化により、
非常時に支援等のために活用します。

　毎年防災の日に、家庭状況を把握するということで、名
簿を提出しているが、どのように活用しているのか。

　毎年事業計画書を作成し、事業評価を行いながら翌年度
の予算を作成している。今まである予算を削ることは難し
い面もあるが検討していきたい。

　費用対効果を検証して、場合によっては予算削減なども
検討する必要があるのではないか。

　水道メーターの件については、議会で説明し、広報にお
詫び文書と共に説明を掲載しました。浪合の構造改善の件
は、県の事業であり、地主さんと話し合い中で、まだ詳し
いお話ができないのが現状です。

　水道メーターが期限切れになっていた問題、浪合の構造
改善の問題について、丁寧に説明する責任があると思うが、
いかがか。
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新年度が始まりました！今年は植松、二川、加藤の隊員３人で地域のみなさまと力を合わせていきます！

＊智里西地区＊

 植  松 　 史  歩 
うえ まつ し ほ

（H27.12～着任3年目）
＊自己紹介＊
　「親子のほっとできる居場所づくり」を目指しています。
＊活動紹介＊
　智里西公民館にて「おきくの児童館」を実施しています。
今年度は、小学校の学習支援や公民館活動に力を入れて取
り組み、11月末の任期終了を視野に入れ、活動のまとめを
悔いのないものにしたいです。

＊自己紹介＊
　今年で3年目になりました！浪合の春は少し
遅く、そのおかげで様々な花が同じ時に満開を
迎えます。そんな浪合の自然豊かなところが大
好きです。
＊活動紹介＊
　地域の有志の方々と農業で活性化を目指して
います。浪合農業が健康づくり・いきがいづく
り・交流の輪を広げることにつなげられるよう
に活動していきます。

＊清内路地区＊

 二  川 　 舞  香 
ふた がわ まい か

（H28. 4～着任3年目）

＊浪合地区＊

 加藤 あゆ 未 
かとう み

（H28. 4～着任3年目）

＊自己紹介＊
　いよいよ3年目がはじまりました。演劇を続
けながら活動させていただいています。まだま
だお会いしたことのない方、知っていただけて
いない方が沢山いらっしゃいます。今年は一人
でも多くの方と関わり知っていただけるように
がんばります。普段は清内路峠にある直売所
「健康の森」にいます！遊びに来てください。
＊活動紹介＊
　「健康の森」の運営、阿智村村民劇プロジェ
クトを中心に、清内路の色々な会に参加させて
もらっています。

　今年度も、毎月1地域ずつ協力隊新聞を掲載していきま
すのでよろしくお願いします。

来月は
智里西地区になります！
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◯村営住宅の入居者募集（応募締切 ４月３０日）
条　件　等地区名間取り家賃住　宅　名

・子どもを育てようと
　する方智里西3LDK28,000円中 央 住 宅

・所得制限有り
・世帯専用浪　合3DK所得による

13,700円～大 平 団 地

清内路2DK15,000円定住促進川裾団地

・所得制限有り
・世帯専用清内路3DK所得による

15,000円～アラヤ第２住宅

語
れ
る
夢
が
あ
る
こ
と
、
支
え
あ
え
る
こ
と
、

分
か
ち
合
う
場
所
が
あ
る
こ
と
、

朝
を
楽
し
み
に
眠
れ
る
こ
と
。

阿
智
に
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、

村
ご
と
大
き
な
家
族
に
な
る
こ
と
。

暮
ら
し
て
い
る
人
も
、
暮
ら
し
た
い
人
も
、

阿
智
家
族
。

中の瀬（浪合）備中原（伍和）

23,000円25,000円坪 単 価

約2,316～2,518千円約2,499 ～ 2,574千円販 売 価 格

A区画　361.97㎡（109.49坪）
G区画　334.46㎡（101.17坪）区 画 面 積

B区画　333.00㎡（100.73坪）

◯分譲宅地の購入希望者募集

　

平
成　

年
度
に
中
関
上
部
落
に
造
成
し
た
分
譲
地
が
完
成
い

２９

た
し
ま
し
た
。

　

５
月
〜
６
月
頃
を
目
安
に
販
売
を
い
た
し
ま
す
。

尚
、
区
画
は
３
区
画
、

面
積
は　

坪
〜　

坪
程

７０

８０

度
で
す
。

　

販
売
価
格
な
ど
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
準

備
が
整
い
次
第
広
報
等

に
よ
り
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

●お問い合わせ
　協働活動推進課　定住促進係（内線513）

中
関
上
の
分
譲
宅
地
間
も
な
く
販
売
し
ま
す

国
道
15
3

国
道
15
3号号

阿智家族チャンネル

YouTubeにて
「阿智村プロモーション動画」配信中
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辺
地
対
策
総
合
整
備
計
画

（
平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度
）

３０

３４

を
作
成
し
ま
し
た

平
成　
・　

年
度

２７
２８

決
算
に
お
け
る
財
務
書
類
を

作
成
し
ま
し
た

　

新
地
方
公
会
計
の
趣
旨
に
よ
り
、
財
務

書
類
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

平
成　

・　

年
度
決
算
に
お
け
る
財
務

２７

２８

書
類
を
阿
智
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
紙
媒
体
を
希
望
さ
れ
る
方
は
阿

智
村
役
場
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
（
内
線
２
７
３
）

　

阿
智
村
辺
地
対
策
総
合
整
備
計
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阿智村HP
辺地対策総合整備計画

阿智村HP
財務書類

おたのしみ工作教室　母の日プレゼントを作ろう！
４月28日（土）午前10時半～　図書館内おはなしコーナー

　　　　　　　今年の母の日は5月13日。お母さんへ感謝の気もちをこめて、プレゼントを
　　　　　　　作りましょう。

『しだれ桜のゴロスケ』
（文研出版）

熊谷千世子・著 ／竹熊ゴオル・絵

　李乃は、引っ越し先の長野県でフクロウ
に出会った。亡くなったお母さんもむかし
フクロウを観察していたことを知り、弟と
ともにフクロウの親子を見守り始める。
　「ゴロスケ」と名付けられたフクロウは、
森の中でたくましく生きてゆくが…。

●お問い合わせ　阿智村立図書館　☎45−1005

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおはははははははははははははははははははははははははははははなななななななななななななななななななななななななななななししししししししししししししししししししししししししししし会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 ～ 講座・おはなし会 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
★おひざにだっこのおはなしの会
　未就園児対象 毎月第２・４水曜日
　４月25日（水）　5月9日（水）
　午前10時30分～
★いきいき朗読講座　毎月第４木曜日
　４月26日（木）　午前10時～
　参加費：１回　300円
　講　師：熊谷祥子 氏

阿智村の作家・
熊谷千世子さん（智里）
の新刊
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土金木水火月日

5432 ☆ ★1  ☆ ★ 

1211 ★10 ☆ ★9 ☆ ★87 ☆ ★6

19 ☆18 ★17 ☆16 ★15 ★14 ☆ ★13

2625 ★ 24 ☆ ★ 23 ☆ ★22 ☆ ★ 21 ☆ ★ 20

31 ☆ ★ 30 ☆ ★ 29 ☆ 28 ☆ ★ 27

ブックスタート

こども広場
12ヶ月相談

保健センター2階使用 ☆ 午前可能（支援員がいます）
 ★ 午後可能
※都合により日程が変更になる場合がありますのでご承知おきください。

使用不可

すくすく

NOメディア週間

つぼみ教室
１歳半健診

問い合せ先：保健師　　☎４３－２２２０

　　　子育て支援室　　☎４５－１２３２

たんぽぽ教室

さくらんぼ教室

みどりの日

うきうき
乳児健診

こども広場

まごまご広場

こども広場
3歳児眼科検診

たんぽぽ教室

ひよっこ

憲法記念日

子育て講座
（パパの料理教室）

こここここここここここここここここここここここここここここここここここここどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももももももも広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場にににににににににににににににににににににににににににににににににににににあああああああああああああああああああああああああああああああああああああそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびににににににににににににににににににににににににににににににににににににに来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来てててててててててててててててててててててててててててててててててててててねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!こども広場にあそびに来てね!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

こどもの日

まめっこ

こども広場

2018年 ５月

新年度が始まりました。

　「こども広場」は子育て真っ最中の親子を対象に『あそび』
と『交流』を目的にして、保健センターの2階で行っています。
だれでも気軽に利用できて、お金も要りません。

　この子育てカレンダーの☆★マークがついている日に利用
できます。午前中の利用については子育て支援員が常駐しま
す。また木曜日には支援員が3人いて季節の行事やお楽しみ
企画を行っています。
　子どもたちの発育・発達を促し、生活リズムを整えていく
のにも午前中に活動することが大事です。ママもお家を離れ
て子どもさんと向き合うのに最適です。
　お友達もできて、ママにも子どもたちにも楽しい場所にな
ること間違いなしです。
　お誘いあってお出かけください。

〈子育て講座〉

『パパの料理教『パパの料理教室室』』のお知らせのお知らせ
　昨年好評だった「パパの料理教室」を今年度も行
います。母の日の前日開催です。パパの作るおいし
いランチをみんなで食べましょう。料理の得意な方
もそうでない方もふるって参加してください。ママ
や子どもたちの喜ぶ顔が待っていますよ。

　　　　　　　　記
日　時：５月12日（土）　９時集合
場　所：保健センター　２階
参加費：親子で500円
持ち物：パパはエプロン　三角巾　マスク
　　　　お米２合（親子分）
申し込みの締め切り：５月２日（水）
問い合わせ：子育て支援室　☎45−1232
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●申し込み、お問い合わせ　チャレンジゆうAchi事務局　中央公民館内  ☎43－2061　FAX.43－2350

土金木水火月日

54321
ゴルフ教室⑤
ソフトボール

12
ミニバス
バスケットボール

11
空手教室
踊ってみまいか
フラダンス

10
エンジョイ
 体ほぐし運動

9
絵画教室
生け花（昼）

8
ソフトJrテニス
基礎トレーニング
ソフトボール
中国語教室

7
エンジョイ・イン
グリッシュ
陸上　水泳

6
ソバ打ち

19
エンジョイ・フット
サル
ミニバス
バスケットボール

18
空手教室
踊ってみまいか
フラダンス

17
エンジョイ
 体ほぐし運動

16
骨盤体操教室
生け花（夜）

15
ソフトJrテニス
基礎トレーニング
ソフトボール

14
エンジョイ・イン
グリッシュ
陸上　水泳

13

26
百名山（南沢山）
ミニバス
バスケットボール

25
空手教室
踊ってみまいか
フラダンス

24
エンジョイ
 体ほぐし運動

23
絵画教室

22
ソフトJrテニス
基礎トレーニング
ソフトボール
中国語教室

21
エンジョイ・イン
グリッシュ
陸上　水泳

20

31
エンジョイ
 体ほぐし運動

3029
ソフトJrテニス
基礎トレーニング
ソフトボール

28
エンジョイ・イン
グリッシュ
陸上　水泳

27 

憲法記念日 みどりの日 こどもの日
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介護予防・日常生活支援総合事業ご案内
 平成30年4月からの変更点をお知らせします

要支援相当の方からお元気な高齢者まで、介護予防と日常生活の自立を支援します。

（１）介護予防・生活支援サービス事業 対象者：要支援1.2の方、事業対象者

内　容事　業

ホームヘルパー等が訪問し、調理や掃除などを利用者と共に行い利用者自身の
出来ることが増えるよう支援します。利用回数、支援内容等はご相談ください。
●　新規　短期集中予防サービスとして、リハビテーション専門職による訪問も

利用できます。

訪 問 型 サ ー ビ ス

生活機能の維持向上ため、ご本人の状態、状況に応じて体操や筋力トレーニン
グ、食事・入浴サービスを受けられます。通 所 型 サ ー ビ ス

１人暮らしや、高齢者世帯等、栄養改善や見守り、安否確認を目的として利用
者の住宅へ弁当を届けます。
●　変更　利用日を週3回から水曜日を追加し週4回に増やします。（5/9から）
　　　　火・水・木・金曜日 にご利用できます。

配食見守りサービス

（２）一般介護予防事業 対象者：65歳以上すべての方

内　容事　業

部落等を単位とした「地域みんなの居場所」です
●　変更　参加補助が65歳未満の方も対象となります。お子さんから高齢者まで

どなたもお近くのサロンにご参加ください。
ふ れ あ い サ ロ ン

要介護状態に移行しないための予防教室です。（要支援１・２までの方）
送迎、昼食あり。
●　変更　おたっしゃかいの場所・開催曜日が変更になります。
　　　　お た っ し ゃ か い

●　新規　リハビリ専門職と健康運動指導士（宮下泰広先生）を講師に、運動機
能、認知機能維持を目的とした教室です。

　　　　6月開始予定
新規介護予防教室

おひとりおひとりにあったサービスを一緒に考えます。
まずは阿智村地域包括支援センターに

介護のこと、生活のこと、なんでもご相談ください。

阿智村地域包括支援センター　直通電話 0265-45-1140（24時間）
まずは、お電話ください。お宅へ訪問して詳しくお話を伺います。

金曜日水曜日火曜日月曜日

伍和高齢者
生きがいセンター

中関高齢者
生きがいセンター

智里西公民館
（午後のみ）

浪合コミュニテイ
センター
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あち健康レシピ21あち健康レシピ21 vol.6

　今月のレシピはアスパラを使った簡単な蒸し料理です。味付けはシンプルですが、野菜の
甘みやあさりのうまみでおいしく食べられます。
 にんにくの風味やレモンの香りをきかせれば、減塩にもなります！ぜひお試しください。
☆アスパラとあさりの洋風酒蒸し
【材料　４人分】
グリーンアスパラガス160ｇ（細めのもの８本くらい）、あさり　300ｇ、かぶ（かわりに玉ねぎでも良い）
２つ、白ワイン（なければ料理酒でも良い）大さじ３、オリーブオイル　大さじ２、にんにく　１かけ、
塩こしょう　少々、レモン汁　適宜

【作り方】
①あさりはこすり洗いをし、砂抜きをしておく。
②グリーンアスパラガスは、根元のかたい部分の皮をむき、斜め薄切
りにする。かぶは茎がついている部分を少し残して、根元をよく洗
い、実の部分を縦に1cm幅に切る。葉は5cmくらいの長さに切る。
にんにくは薄切りにする。
③鍋か深めのフライパンに、下からかぶの葉、あさり、かぶの実の順に入れる。白ワインとオリーブオイル、
にんにく、塩こしょうを回し入れ、ふたをして強火で加熱する。
④あさりの殻が開いたら、アスパラを入れもう一度ふたをする。
⑤さらに１分ほど加熱したら火を止め、ふたをしたまま蒸らす。
⑥食べる直前にレモン汁をかける。
●お問い合わせ　民生課　管理栄養士（内線228）

１人分あたりの栄養成分
エネルギー 90kcal
食物繊維  1.4g
食塩相当量 0.7g

まめっこ応援団　優秀賞受賞
　平成29年12月12日、長野市の若里市民文化ホールにて
行われた『長野県農村女性きらめきコンクール地域活動の
部』において、まめっこ応援団が優秀賞を受賞しました。ま
めっこ応援団ではこれからの農業をどうしていったらよい
かという課題の中で、農業を身近に感じてもらうため就学
前の子どもと母親を対象に伍和丸山や春日知久保のほ場で、
大豆や野菜の栽培・加工体験
を行ってきました。
　まめっこ応援団は農業に携
わる村内の女性の皆さんによ

り結成されて８年目、地域ぐるみで親子の食育を支援しています。伍和の高坂
美和子さんが代表で表彰されました。

まめっこ応援団に加わりませんか？
　素敵な活動を続けているまめっこ応援団。農作業を一緒に行ってくれる方を募集しています。年間１０回
のまめっこを実施しており、その前後にも畑の管理をしています。農業に関心のある方ならどなたでも歓
迎です。子どもたちのおいしい！！と喜ぶ顔が待っています。
　男性の方、力を貸してください！　　　　　　　　問い合わせ先：事務局（子育て支援室）☎45-1232
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日頃より阿智高校へのご協力感謝申し上げます。今年度も新入生を迎え新学期がスタートしました。

平成30年度 第70回入学  平成30年度　第70回入学式式

新任職員紹介　（４月より新しく阿智高に加わった職員です。よろしくお願いします。）

〜地域政策コース成果発表会〜
　阿智高校地域政策コースでは、２月2２日（木）に阿智村中央公民館の大ホールにて、一年間授業で取り組
んできた成果の発表会を行いました。農業・観光・福祉の３つのエリアの生徒がそれぞれ授業で行った実習・
体験の紹介と、学習したことや成長したことを発表しました。自分たちでまとめたパワーポイントを使った
発表だけでなく、模型を使った実演や手話を使ったパフォーマンスを行う等、それぞれが工夫をした発表が
目白押しでした。
　おかげさまをもちまして、地域政策コースの生徒は通常の授業ではできない経験を積み重ね、前向きに学
習に取り組むことができました。この発表会も生徒にとって、とてもよい経験となりました。
　地域政策コースは、地域のみなさんのご協力で成り立っています。今後ともご支援をお願いいたします。

【１学年担任紹介】  〜笑顔あふれる担任団です〜

新入生代表宣誓 　氏名　田中 愛夏

　春の訪れとともに、新入生が入学しました。10名の新任職員も迎え、教
職員一同、生徒の成長のために、引き続き全力をあげて教育活動に専念して
まいります。本年度も何卒よろしくお願い申し上げます。

B組：若林　潤（理科）A組：伴野　大悟（英語） C組：渡邊　文（社会）

呼名を受ける新入生

模型を使った農業エリアの発表

国　　語　常勤講師　　沼田　真吾
数　　学　教　　諭　　団塚　真人
　　　　　教　　諭　　伊藤　信夫
理　　科　教　　諭　　萩本　　龍
　　　　　実習助手　　下平　千恵

保健体育　教　　諭　　丸山　智大
美　　術　常勤講師　　青山　　馨
養　　護　常勤講師　　原　美都子
事　務　長　　　　　　　羽生　昭広
主　　査　　　　　　　荒井　美幸

4月5日（木）に平成30年度の入学式があり、元気でエネルギーに満ちあふれた107名の新入生が入学しました。昨年度か
ら始まった生徒会や部活動有志による校歌披露、入学許可に続いて学校長式辞、来賓祝辞、新担任発表がありました。

手話パフォーマンスを行った福祉エリアの発表 観光プランの提案を行った観光エリアの発表
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Achi Photo report

／2 9 ／2 1

　村は発砲スチロール製品製造の興亜化成株式会社

（伊那市）と防災教育の普及支援を手がけるＨＡＲＩ

Ｏ（朝日村）の２社と、防災協定を締結しました。村

内で地震や土砂災害などが起きた際に、両社は村の要

請に応じて、避難生活に必要な発砲スチロール製の組

立式トイレやマット、備蓄セットなどを優先的に提供

いただけることになります。

　阿智中学校の１学年が、箱膳を体験しました。箱膳に込

められた「食べごと」の伝統や文化、心や思いを受け継い

でほしいと北原栄養教諭が中学で初めてこころみました。

献立はイワシのかば焼き、けんちん汁、切り干し大根の煮

つけなど。箱膳を伝承する県農村文化協会の池田さんは

「「おいしいね」と言って、作った人への感謝の気持ちを伝

えましょう」と生徒に語られました。

災害時における生活物資の
供給等に関する協定締結

／222 ／211

　トリプルＡミーティングは宮下泰広さんによる活脳

体操を体験しました。事業活用団体を代表し、「楽し

いコーラス」の山田仁さん、「阿智ズンバ」の森田真

弓さん、水中運動教室を利用している河合郁夫さんが

健康づくりの取組を紹介してくれました。

　今回で51回目となった伝統ある集会です。

　みんなで村の課題を見つけ、その課題を考え、どうすれ

ばよいのか、学習し話し合う場です。今回の分科会は、健

康福祉、農業、環境防災、平和、自然歴史文化、地域づく

りにわかれ、シンポジウムでは「各分科会報告と社教研か

ら見えた村の課題」その解決策をみんなで考えました。

トリプルＡミーティング 第51回社会教育研究集会

阿智中学校
食べごとの心を学ぶ
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　農業について　聴く、考える、語る会と題したシン

ポジウムを開催。平成19年に会社を設立、農産物直売

所「農家の直売所」を全国に2000店舗展開されている

㈱農業総合研究所　及川智正さんを講師に迎え、「ビ

ジネスとして魅力ある農産業の確立」についてお話し

いただきました。

　浪合小学校３年の児童３人は、ふるさと学習の内容を新

聞にまとめ、村長に報告しました。３年生は浪合神社秋季

祭りをはじめ、阿智祭や演芸会で披露した尹良親王の創作

神楽となみあいのおいしいトウモロコシづくりについてを、

新聞にまとめました。村長のほかに図書館や浪合振興室、

郵便局にもこの新聞を寄贈しています。

阿智村農業シンポジウム

3／24

　29年度の活動を報告する会がおこなわれました。

　清内路の長谷川雄基さんと浪合の田村沙織さんが３月末

で３年の任期を終えました。30年度は清内路の二川さん、

智里西の植松さん、浪合の加藤さんが引き続き活動をおこ

ないます。

浪合小３年
学習まとめた新聞を村へ寄贈

地域おこし協力隊活動報告会第21回
熊谷元一写真賞コンクール作品募集中！熊谷元一写真賞コンクール作品募集中！

テーマ「はたらく」
　記念すべき第１回のテーマは「働く」、それから20
年経ち、世代や地域、仕事のスタイルが変わってきて
います。　身の回りを観察し、「はたらく」を表現して
みてください。
　「阿智村撮影部門」　テーマにとらわれず阿智村内で
撮影した作品も募集します。
どちらも、応募締切は10月１日までです。
●お問い合わせ　協働活動推進課（内線512）



広報あち 平成30年４月号

継続が大事
年　金太郎

34

ご利用
ください

保健師専用ダイヤル
役場保健師に直接つながる電話です。簡単なお問合せからご相談まで
いつでも・どこでも・どなたでも・なんでもご相談ください。

電話番号　０８０－９５２０－２２２０
メール　achihokenshi@docomo.ne.jp
電話番号　０８０－９５２０－２２２０
メール　achihokenshi@docomo.ne.jp
受付時間　平日：8時30分から17時 15分まで
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三
十
年
三
月 

定
例
議
会

三
十
年
三
月 

定
例
議
会

（
は
じ
め
に
）

　

今
年
の
冬
は
大
変
寒
い
毎
日
で
し
た
が
、

３
月
に
な
り
、
駒
場
や
昼
神
温
泉
を
中
心

に
ひ
な
ま
つ
り
街
道
事
業
も
始
ま
り
、
卒

業
の
シ
ー
ズ
ン
、
春
の
足
音
が
一
歩
ず
つ

近
づ
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
日
本

中
が
盛
り
上
が
っ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
終
わ
り
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
９
日

か
ら
は
い
よ
い
よ
伍
和
の
吉
川
守
さ
ん
が

出
場
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま

す
。
私
も
応
援
に
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

是
非
村
民
の
皆
さ
ん
も
メ
ダ
ル
を
期
待
し

て
声
援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　

さ
て
、
私
が
２
期
目
を
迎
え
、
本
日
が

初
め
て
の
議
会
定
例
会
と
な
り
ま
す
。
牛

山
副
村
長
を
迎
え
、
新
し
い
体
制
で
今
後

皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
２
期

目
に
入
っ
て
も
終
始
一
貫
、
住
民
の
目
線

に
立
っ
た
村
政
を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
子
供
の
目
線
で
、
お
年
寄
り
の

目
線
で
、様
々
な
立
場
か
ら
意
見
を
聞
き
、

皆
で
助
け
合
い
、
励
ま
し
あ
い
、
４
月
か

ら
始
ま
る
第
６
次
の
基
本
構
想
、
将
来
像

「
阿
智
家
族
」
の
想
い
で
、
心
温
ま
る
、
す

が
す
が
し
い
村
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
リ
ン
グ
で
銅
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
北

見
市
常
呂
町
の
吉
田
選
手
が
「
こ
の
街
は

何
も
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
街
に
い
た
か
ら

こ
そ
夢
が
叶
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
阿
智
村
で
夢
を
お
お
い
に

抱
く
子
供
達
を
育
て
る
こ
と
が
、
私
た
ち

の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
阿
智
村
第
６
次
総
合
計
画

に
つ
い
て
）

　

さ
て
、
２
月
に
は
村
政
懇
談
会
で
村
民

の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し

な
が
ら
こ
れ
か
ら
始
ま
る
第
６
次
総
合
計

画
の
最
終
ま
と
め
、
平
成　

年
度
の
方
向

３０

性
を
示
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
基
本
構
想
に

「
暮
ら
す
、
生
き
る
。
阿
智
家
族
」
～
住
民

一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
質
を
高
め
ら
れ
る
、

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
～
と
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
阿
智
家
族
と
は
村
ご
と
大
き
な

家
族
と
し
て
、
夢
を
語
り
合
い
、
支
え
あ

い
、全
て
の
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、

人
も
星
も
輝
く
村
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

と
い
う
想
い
で
す
。
横
断
的
な
施
策
大
綱

と
し
て
、「
定
住
人
口
の
確
保
、
維
持
」

「
人
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
地
域
力
」

「
阿
智
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」「
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
４
本
の
柱
で
、
基
本
目
標
、
大

綱
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
中
で
、
ど
れ
に
も

共
通
す
る
横
断
的
な
事
業
を
展
開
し
て
参

り
ま
す
。

　

定
住
人
口
の
確
保
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

　

年
後
の
２
０
４
５
年
に
は
今
の
人
口　

３０

８０

％
５
、３
０
０
人
位
を
目
標
に
、
交
流
人

口
の
増
、
自
治
と
協
働
、
く
ら
し
や
す
さ

を
ポ
イ
ン
ト
に
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
教
育
関
係
で
は
地
域
を
愛
す
る

教
育
、
６
つ
の
保
育
園
５
つ
の
小
学
校
の

維
持
、
福
祉
健
康
で
は
、
医
療
体
制
の
充

実
、
あ
ち
健
康
プ
ラ
ン　

の
推
進
、
そ
し

２１

て
各
自
治
会
単
位
の
地
域
が
元
気
に
な
る

こ
と
が
阿
智
村
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
、
人
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
、
地
域
力
と
し
て
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
産
業
の
発
展
が
中
心
に
な
り

ま
す
が
阿
智
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
は
、
第
三

セ
ク
タ
ー
の
阿
智
昼
神
観
光
局
や
産
業
振

興
公
社
、
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
経
済
団

体
と
連
携
を
は
か
り
、
観
光
を
基
軸
と
し

た
農
商
工
林
が
し
っ
か
り
連
携
を
は
か
り
、

日
本
一
レ
ベ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
つ
け
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
で
す
。

　

最
後
に
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
こ
れ
か

ら
９
年
後
に
開
通
予
定
の
、
リ
ニ
ア
、
三

遠
南
信
自
動
車
道
の
時
代
に
向
け
、
将
来

の
道
路
計
画
、
公
共
交
通
、
施
設
等
の
各

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
し
っ
か
り
論

議
し
、
立
て
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

基
本
目
標
に
つ
い
て
は
「
く
ら
し
・
い

き
が
い
・
協
働
」「
教
育
・
文
化
・
地
域

愛
」「
医
療
・
福
祉
・
健
康
」
「
産
業
振

興
・
雇
用
創
出
」
「
環
境
・
防
災
・
安
心
」

の
５
項
目
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
施
策
の
大

綱
を
細
か
く
作
成
し
、
成
果
指
標
を
立
て
、

今
後
の　

年
間
の
村
づ
く
り
の
指
針
を
示

１０

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
後
５
年
ご
と

の
基
本
計
画
、
単
年
度
ご
と
の
事
業
計
画

で
詳
細
な
事
業
に
つ
い
て
示
さ
せ
て
頂
く
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予
定
で
す
。

（
平
成　

年
度
重
点
施
策
に

３０

つ
い
て
）

　

部
門
別
に
想
い
と
具
体
的
事
業
、
新
規

事
業
を
中
心
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

「
く
ら
し
・
い
き
が
い
・
協
働
」

　

定
住
関
係
で
は
、
昨
年
作
成
し
た
定
住

プ
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
さ
ら
に
活
か

し
、
南
信
州
広
域
連
合
と
協
力
し
て
首
都

圏
、
中
京
圏
へ
の
広
報
活
動
、
村
営
住
宅

を　

年
度
は
智
里
西
に
、
分
譲
住
宅
造
成

３０
も
中
関
下
地
区
に
行
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
の
充

実
、
住
宅
新
増
改
築
等
支
援
金
な
ど
阿
智

村
は
定
住
に
前
向
き
に
取
り
組
み
ま
す
。
空

家
の
利
活
用
も
積
極
的
に
行
い
、
情
報
共

有
や
有
効
活
用
に
役
立
て
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
の
支
援
事
業
、
ふ
る
さ
と

交
流
事
業
な
ど
例
年
通
り
事
業
の
展
開
も

し
て
参
り
ま
す
し
、
熊
谷
元
一
写
真
賞
コ

ン
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ
は
「
は
た
ら
く
」
に

決
ま
り
、
阿
智
村
の
姿
を
是
非
多
く
の
方

に
訪
れ
て
頂
き
写
真
を
撮
っ
て
再
発
見
し

て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

情
報
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
の
充

実
と
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
週
間
ウ
ィ
ー

ク
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
放
映
や
、
広
報
誌
も

工
夫
し
、
村
の
人
々
の
い
き
い
き
と
し
た

姿
な
ど
、
親
し
み
の
あ
る
読
み
や
す
い
紙

面
を
目
指
し
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
予
算
は

　

村
営
住
宅
建
設
事
業

 

２
、３
９
４
万
円

　

集
落
支
援
員
事
業
（
定
住
支
援　

他
）

 

１
、１
０
５
万
円

　

定
住
促
進
の
た
め
の
住
宅
新
増
改
築
等

支
援
金 

１
、５
０
０
万
円

　

自
治
会
活
動
支
援
金

 

２
、１
５
３
万
円

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
運
営
事
業

 

３
、２
２
８
万
円

　

浪
合
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
改
修

 

３
、４
３
２
万
円

「
教
育
・
文
化
・
地
域
愛
」

　

子
供
達
に
住
み
続
け
て
も
ら
い
、
将
来

Ｕ
タ
ー
ン
で
定
住
し
て
も
ら
う
為
、
そ
し

て
子
供
達
が
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
来
て
く

れ
る
為
、
な
ん
と
い
っ
て
も
教
育
は
大
切

で
あ
り
ま
す
。
普
段
の
学
業
に
プ
ラ
ス
、

ふ
る
さ
と
学
習
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
し
て

地
域
を
愛
し
、
自
然
や
歴
史
、
地
域
資
源

を
体
験
す
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。
又
、

医
療
補
助
等
の
子
育
て
支
援
の
充
実
も
は

か
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
予
算
は

学
校
司
書
、
音
楽
支
援
員
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
整
備
等 

３
、６
１
８
万
円

　

部
活
動
指
導
員 

　

万
円

４９

　

智
里
西
保
育
園
改
築
工
事
他
保
育
事
業

 

３
６
、
２
９
７
万
円

a
i

　

運
動
公
園
わ
い
Ｗ 
 

計
画
策
定
事
業

 

　

万
円

５０

　

産
後
ケ
ア
保
健
指
導
事
業 

　

万
円

８１

　

高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
支
援

 

１
、
４
２
９
万
円

　

学
童
保
育
事
業 

１
、８
２
３
万
円

　「
福
祉
・
健
康
・
医
療
」

　

健
康
で
小
さ
い
子
供
か
ら
お
年
寄
り
が

生
き
が
い
を
持
ち
、
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
当
村
で
は
健
康

プ
ラ
ン　

に
沿
っ
て
、
年
代
別
の
健
康
増

２１

進
、
ト
リ
プ
ル
Ａ
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
特
定

検
診
の
充
実
に
よ
り
、
村
民
の
健
康
づ
く

り
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
新
規
で
は
、
清

内
路
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
だ
ま
り
施
設
の

整
備
事
業
、
高
齢
者
住
宅
の
整
備
調
査
、

歯
科
検
診
の
対
象
者
を
拡
充
し
た
り
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
補
助
を　

歳
ま
で
引
き
上

１８

げ
、
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
補
助
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
又
３
年
ご

と
の
介
護
保
険
計
画
が　

年
か
ら
始
ま
り
、

３０

保
険
料
の
見
直
し
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
予
算
は

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

 

６
、
２
２
７
万
円

　

各
種
健
診
事
業
等
の
実
施

 

１
、
５
７
７
万
円

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
だ
ま
り
施
設
整
備
事

業 

１
１
、
０
０
０
万
円

　

予
防
接
種
事
業 

１
、６
６
９
万
円

　

高
齢
者
住
宅
等
整
備
調
査 

　

万
円

５０

　

地
域
で
展
開
す
る
健
康
づ
く
り

 

３
、
０
０
０
万
円

「
産
業
振
興
・
雇
用
創
出
」

　

観
光
を
機
軸
と
し
た
産
業
振
興
を
め
ざ



広報あち4月号  別冊 村長あいさつ村長あいさつ村長あいさつ

広報あち 平成30年4月号

す
た
め
、
年
間
１
３
０
万
人
が
訪
れ
る
観

光
客
に
い
か
に
阿
智
村
の
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
も
ら
う
か
、交
流
人
口
の
増
加
に
よ
り
、

こ
の
村
が
潤
い
、
定
住
人
口
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
観
光
で
は

㈱
阿
智
昼
神
観
光
局
を
中
心
に
事
業
の
展

開
や
昼
神
温
泉
の
将
来
構
想
検
討
を
行
っ

て
お
り
、
リ
ニ
ア
三
遠
南
信
時
代
に
向
け

た
戦
略
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
星
で
ブ

レ
イ
ク
し
た
地
域
振
興
を
、
さ
ら
に
全
村

に
広
め
る
た
め
、
治
部
坂
を
再
生
す
べ
く

星
の
駅
構
想
と
し
て
、
天
文
観
測
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
、
遊
歩
道
な
ど
を
活
用
す
る
事
業

を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　

農
林
業
は
村
の
基
盤
産
業
と
し
て
位
置

づ
け
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
こ
れ
以
上
遊

休
農
地
が
増
え
な
い
よ
う
に
、
農
地
有
効

利
用
相
談
員
を
配
置
し
、
利
用
し
て
く
れ

る
人
へ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
し
、産
業
振
興
公
社
を
中
心
に
、

地
産
地
消
や
滞
在
型
観
光
の
し
く
み
の
た

め
、
産
直
市
場
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
の
木
材
利
用
推
進
や
美
し
い
里
山

作
り
の
た
め
、
森
林
造
成
推
進
事
業
を
行

い
ま
す
。
商
工
業
も
商
工
会
と
し
っ
か
り

連
携
し
、地
元
業
者
が
潤
う
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
や
雇
用
奨
励
補
助
金
な
ど　

年
度

３０

も
計
上
し
、
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
予
算
は

　

観
光
事
業
の
補
助
金

 

１
１
、０
０
０
万
円

　

ス
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
事
業

 

２
、５
０
０
万
円

　

産
業
振
興
公
社
助
成
金

 

２
、８
１
３
万
円

　

農
地
環
境
保
全
事
業

 

２
、５
８
３
万
円

　

森
林
整
備
事
業 

３
、０
２
０
万
円

　

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

 

１
、６
０
４
万
円

　

商
工
業
者
経
営
支
援
、
振
興
事
業

 

１
、２
０
０
万
円

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
補
助

 

４
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
環
境
・
防
災
・
安
心
」

　

私
達
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
大

変
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
り
、
ま
ず
は
美

し
い
景
観
の
保
全
の
創
出
と
し
て
、
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
地
域
一
丸
と
な
る
環

境
保
全
の
取
組
を
一
緒
に
考
え
支
援
し
て

参
り
ま
す
。
又
、
全
国
的
に
も
例
が
あ
ま

り
な
い
の
で
す
が
、
特
定
空
家
等
を
解
体

す
る
時
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た

場
合
の
利
子
補
給
の
制
度
を
新
設
致
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
道
路
等
の
整
備
で
は
、

緊
急
を
要
す
る
も
の
や
、
各
地
域
か
ら
要

望
の
出
て
い
る
も
の
か
ら
整
備
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
水
道
関
係
も
水

道
メ
ー
タ
ー
等
で
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。

計
画
的
に
施
設
改
修
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

又
、
公
共
交
通
で
は
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
を

正
式
に
運
行
致
し
ま
す
。
高
齢
者
、
交
通

弱
者
の
た
め
に
、
行
き
は
公
共
の
バ
ス
を

利
用
し
て
頂
き
、
帰
り
は
役
場
や
、
病
院
、

ス
ー
パ
ー
か
ら
、
１
時
間
ご
と
の
運
行
、

約
４
分
の
１
の
料
金
で
、
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
頂
く
事
が
で
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
予
算
は

　

家
庭
ご
み
等
収
集
処
理

 

１
９
、
７
０
６
万
円

　

村
道
の
整
備 

５
、８
５
０
万
円

　

中
之
橋
架
け
替
え
事
業

 

５
、
０
０
０
万
円

　

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
部
落
派
遣

 

　

万
円

６４

　

機
能
別
消
防
団
員
の
拡
充

 

６
３
９
万
円

村
内
巡
回
、
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行 

２
、２
９
７
万
円

　

乗
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行

 

２
０
０
万
円

　

以
上
、平
成　

年
度
の
主
な
事
業
で
す
。

３０

第
６
次
総
合
計
画
の
元
年
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
夢
に
向
か
っ
た
新
規
事
業
も
多
く

組
み
入
れ
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
中
で
、
長

年
の
使
わ
れ
て
い
な
い
建
物
や
施
設
、
考

え
方
を
少
し
ず
つ
紐
解
き
な
が
ら
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
星

ふ
る
さ
と
」
の
精
神
で
、
阿
智
村
も
奥
深

き
歴
史
の
ス
テ
ー
ジ
に
、
新
た
な
輝
き
を

刻
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
お
わ
り
に
）

　

今
回
、
浪
合
の
農
地
整
備
の
事
業
に
つ

き
ま
し
て
、
職
員
が
不
適
切
な
処
理
を
し

て
し
ま
っ
た
事
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

数
年
前
か
ら
の
事
業
に
な
り
ま
す
が
、
地

権
者
組
合
の
仕
事
と
し
て
、
地
権
者
か
ら
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同
意
を
取
る
仕
事
を
振
興
室
の
職
員
が
お

手
伝
い
す
る
中
で
、
地
元
を
離
れ
た
あ
る

方
と
話
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
間
違
っ

た
書
類
の
作
成
を
し
て
し
ま
っ
た
事
が
発

覚
し
ま
し
た
。
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
事
を

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
職
員
の
法

令
順
守
、
仕
事
の
仕
方
と
し
て
今
一
度
徹

底
を
し
て
参
る
所
存
で
す
。
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
第
６
次
総
合
計
画
を
１
年
間
か

け
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
聞
く
中

で
策
定
し
て
参
り
ま
し
た
。
一
番
重
視
さ

せ
て
頂
い
た
の
が
７
月
に
行
い
ま
し
た
住

民
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
し
た
。
２
、

０
０
０
名
の
抽
出
さ
せ
て
頂
い
た
皆
様
へ

の
依
頼
で
し
た
が
、
回
収
率
は
約　

％
。

５０

そ
の
中
か
ら
、
重
要
度
は
高
い
が
満
足
し

て
い
な
い
項
目
の
中
で
、
い
く
つ
か
挙
げ

ま
す
と
、「
公
共
交
通
の
利
便
性
」「
働
く

場
所
の
確
保
」「
遊
休
農
地
対
策
」「
医
療

体
制
の
充
実
」
な
ど
、
阿
智
村
の
弱
み
が

露
呈
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
当
村
の
強

み
も
あ
り
「
自
然
環
境
の
豊
か
さ
」「
観

光
資
源
豊
富
」「
健
康
指
導
や
健
診
の
充
実
」

「
上
下
水
道
の
整
備
」な
ど
多
く
あ
り
ま
す

が
、
今
回
の
６
次
総
合
計
画
や
、
平
成　
３０

年
度
の
事
業
予
算
は
、
強
み
を
伸
ば
し
、

弱
み
の
対
策
に
対
応
し
た
計
画
と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

全
て
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

特
に
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
訪
れ
る
高
齢
化
社

会
に
向
け
、
交
通
弱
者
の
対
応
の
た
め
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
事
業
は
、
村
民
の
ニ
ー

ズ
に
適
し
た
事
業
と
し
て
今
後
う
ま
く
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
医
療
体
制
の
充
実
は
、
私

も
最
も
力
を
入
れ
た
い
点
で
あ
り
、浪
合
、

伍
和
の
診
療
所
の
医
師
が
不
足
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
常
駐
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
週
数
日
あ
る
先
生
に
お
願
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
報
告
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

時
代
は
常
に
動
い
て
い
ま
す
。
地
方
創

生
に
よ
る
人
口
や
地
域
活
力
の
問
題
、
少

子
高
齢
化
、
地
方
と
の
格
差
な
ど
こ
れ
か

ら
取
り
組
む
べ
き
問
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
我
が
村
が
、
輝
く
自
治
体
と

し
て
一
人
ひ
と
り
が
元
気
と
知
恵
を
出
し

て
、
皆
で
助
け
合
い
「
阿
智
家
族
」
の
将

来
像
の
も
と
、
素
晴
ら
し
い
阿
智
村
を
め

ざ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

以
上
３
月
定
例
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


